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開 会（午前１０時００分） 

 

開   議 

 

議長（市濱等） 

 ただいまから、令和８年第４回能登町議会６月定例会議を開会いたします。 

 ただいまの出席議員数は、１３人で定足数に達しておりますので、これから

本日の会議を開きます。 

 なお、本定例会議の会議期間は、会議日程表のとおり本日から６月１７日ま

でといたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 あらかじめ、本日の会議時間を延長しておきます。 

 

会議録署名議員の指名 

 

議長（市濱等） 

 日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２２条の規定によって、 

 １２番 向峠 茂人 議員、 

 １３番 志幸 松栄 議員 

を指名いたします。 

 

諸般の報告 

 

議長（市濱等） 

 日程第２、「諸般の報告」を行います。 

 去る４月１４日に、石川県町村議会議長会定例総会が開催され、当町から金

七祐太郎議員が１５年以上在職者として全国町村議会議長会表彰を受賞されま

した。 

 また、南正晴議員、小路政敏議員、酒元法子議員及び私が５期以上在職者と

して石川県知事表彰を受賞されました。 

 受賞されました皆様、誠におめでとうございます。（拍手） 

 次に、本定例会議に町長より別冊配布のとおり、議案８件が提出されており

ます。 

 次に、町長より報告事項１０件が提出されており、地方自治法第１８０条第

１項の規定による専決処分の報告が４件、令和７年度における３会計の予算繰
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越の報告が４件、債権放棄の報告が１件、能登町新型インフルエンザ等対策行

動計画の変更が１件であります。 

 次に、地方自治法第２４３条の３第２項の規定による株式会社社能登町ふれ

あい公社、有限会社のとクリーンサービスの経営状況についての報告書の提出

があり、お手元に配付しましたので、ご了承願います。 

 次に、監査委員から例月出納検査の結果についての報告があり、その写しも

お手元に配付いたしました。 

 次に、地方自治法第１２１条の規定により、本定例会議の説明員として出席

を求めた者の職、氏名は、お手元に配付しましたので、ご了承願います。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

議案上程 

議案第６８号～諮問第１号 

 

議長（市濱等） 

 日程第３、議案第６８号「令和８年度能登町一般会計補正予算（第１号）」か

ら、日程第１０、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める

ことについて」までの８件を一括議題といたします。 

 

提案理由の説明 

 

議長（市濱等） 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 町長 吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 おはようございます。 

 令和８年第４回能登町議会６月定例会議の開会に当たり、議員各位には町政

運営にご理解を賜り、感謝を申し上げます。 

 本日、ここに提案いたしております議案等につきまして、その大要と所信の

一端をご説明申し上げます。 

 初めに、去る４月に岩手県大槌町において発生いたしました大規模な山林火

災におきまして、被害に遭われた皆様並びに長期間にわたる避難生活を余儀な

くされた皆様に、心よりお見舞いを申し上げます。 

 東日本大震災からの復興を進める中、広範囲の自然が失われ、多くの方々が

不安な日々を過ごされたことに、深く胸が痛むところであります。 
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 当町におきましても、日々の気象状況や乾燥などへの警戒を怠らず、こうし

た災害を決して他人事と捉えることなく、引き続き、防災・減災対策に緊張感

を持って取り組んでまいる所存であります。 

 防災に関する重要な動きとしましては、先月、気象庁の防災気象情報の体系

が新しくなりました。大雨や土砂災害などの警報、注意報に５段階の警戒レベ

ルが明記されるようになり、町民の皆様にとっても、避難のタイミングがより

直感的に分かりやすくなっております。 

 これから本格的な梅雨や台風の出水期を迎えます。当町といたしましても、

防災体制の強化に努めてまいりますが、町民の皆様におかれましても、この新

しい気象情報にご留意いただき、命を守る早めの行動にお役立てくださいます

よう、お願いをいたします。 

 さて、暦は６月に入り、春から初夏にかけての当町を象徴する風景としまし

て、赤崎地区のいちご園では町内外から大勢の方が訪れ、甘い香りに包まれな

がら収穫を楽しむご家族の姿が見受けられました。その明るい歓声は、当町が

本来持つ豊かな魅力と、日々の暮らしの尊さを私たちに再認識させてくれます。 

 また、能登半島地震・奥能登豪雨からの歩みにおきましては、道半ばではあ

りますが、私たちの目指す先は被災前の状態へ戻すことだけではございません。

当町の歴史や文化、自然という豊かな魅力に新たな価値を見いだし、より強靱

で活力あふれる地域へと新生させる創造的復興の実現であります。 

 将来の能登町を担う子供たちが夢や希望を描ける町を築き上げるため、持続

可能な発展を見据えた施策を推し進めてまいりますので、町民の皆様並びに議

員各位のより一層のご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 それでは、本日提案いたしました議案等８件について、ご説明申し上げます。 

 議案第６８号は、「令和８年度能登町一般会計補正予算（第１号）」でありま

す。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２４億４，１０７万８，０００円を

追加し、予算総額を４１４億５，００７万８，０００円とするものであります。 

 主な補正の内容でありますが、松波小学校新築復旧工事をはじめ、城野住宅

及びひかり団地に係る町営住宅災害復旧建て替え工事、能登自動車学校並びに

恋路ロマンティックパークの災害復旧工事など、復旧・復興のさらなる推進に

必要となる経費を追加計上したほか、遠島山公園再整備工事に要する経費を新

たに計上するものであります。 

 歳出から説明いたします。 

 第２款「総務費」は、２億２，９３４万４，０００円の追加です。 

 第１項「総務管理費」、第５目「財産管理費」は、ベイエリアポケットパーク

跡地の地籍更正登記に伴う所要経費を計上したほか、ノトクロスポート跡地の
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整地工事の追加であります。 

 第６目「企画費」は、総務省ローカル１００００プロジェクトの採択に伴う

地域経済循環創造事業のほか、真脇区への一般コミュニティ助成事業の追加で

す。 

 第７目「地方創生推進費」は、財源調整であります。 

 第８目「地域振興費」は、物価高騰対応ひまわりポイント付与事業に係る補

助金のほか、空き家家財道具等処分助成金の追加であります。 

 第９目「支所費」は、職員の欠員を補充するため、会計年度任用職員人件費

を追加するものです。 

 第１４目「ＤＸ推進費」は、奥能登版デジタルライフライン推進事業「のと

ピッと」における県負担金の追加です。 

 第１５目「有線放送費」は、所属変更に伴う複合機賃借料の組替えです。 

 第１７目「復興推進費」は、有線放送費への複合機に係る予算の組替えのほ

か、対象事業の増加に伴う地域コミュニティ施設等再建支援事業補助金の追加

です。 

 第３款「民生費」は、５，２２４万２，０００円の追加です。 

 第１項「社会福祉費」、第２目「障害者福祉費」は、障害福祉サービス等の報

酬改定に伴うシステム改修費の追加です。 

 第８目「復興推進費」は、令和６年度被災者見守り・相談支援等事業の精算

に伴う国庫補助金の返還金の追加です。 

 第２項「児童福祉費」、第３目「児童福祉施設費」は、寄附金による電子ピア

ノ購入費のほか、まつなみキッズセンターの建築確認申請手数料等の追加です。 

 第４款「衛生費」は、３５９万４，０００円の追加です。 

 第１項「保健衛生費」、第１目「保健衛生総務費」は、財源調整です。 

 第４目「環境衛生費」は、能登三郷斎場の合併浄化槽及び多目的交流センタ

ー空調設備の修繕料のほか、町墓地公園内手洗い場の修繕料の追加です。 

 第６款「農林水産業費」は、５７４万９，０００円の追加です。 

 第１項「農業費」、第３目「農業振興費」は、恋路ふれあい体験農園の借地返

還に伴うあずまやや倉庫等の解体工事の追加です。 

 第７款「商工費」は、９，８７３万円の追加です。 

 第１項「商工費」、第２目「商工業振興費」は、宝達志水町以北の９市町及び

３商工会議所、９商工会による地域経済の再建に向け設立された能登経済復興

広域連携協議会への負担金のほか、町キャッシュレス決済推進協議会への補助

金の追加です。 

 第３目「観光費」は、公衆トイレ建設などの遠島山公園再整備事業の追加で

す。 
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 第９款「消防費」は、４５万円の追加です。 

 第１項「消防費」、第４目「防災対策費」は、トレーラートイレ移動のための

牽引免許取得費等の追加です。 

 第１０款「教育費」、１，９６１万円の追加です。 

 第１項「教育総務費」、第３目「学校教育費」は、不登校児童生徒の居場所確

保を支援するみんなの居場所支援事業のほか、教育関係寄附金を活用した各小

中学校の児童生徒提案型事業の補助金等の追加であります。 

 第２項「小学校費」、第２目「小学校教育振興費」は、心のケア関連書籍の購

入費等の追加です。 

 第３項「中学校費」、第１目「中学校管理費」は、柳田中学校体育館のトイレ

改修工事の追加です。 

 第２目「中学校教育振興費」は、部活動指導員の増員による報酬のほか、教

材の購入費等の追加です。 

 第４項「社会教育費」、第２目「社会教育施設費」は、星の観察館「満天星」

の施設管理費の追加です。 

 第６目「文化財保護費」は、文化財収蔵庫のエアコン設置工事のほか、中谷

家住宅保存修理費の耐震診断及び増工事による補助金の追加等です。 

 第５項「保健体育費」、第３目「学校給食費」は、鵜川小学校厨房の電気温水

器設置工事の追加です。 

 第１１款「災害復旧費」は、２０億３，１３５万９，０００円の追加です。 

 第２項「農林水産施設災害復旧費」、第１目「農業施設災害復旧費」は、令和

６年度災害復旧事業の精算に伴う返還金の追加です。 

 第３項「公共土木施設災害復旧費」、第１目「土木施設災害復旧費」は、城野

住宅及びひかり団地の災害復旧建て替え工事等の追加です。 

 第４項「文教施設災害復旧費」、第１目公立学校施設災害復旧費」は、松波小

学校新築復旧工事令和８年度分の工事費等の追加です。 

 第２目「社会体育施設災害復旧費」は、災害復旧工事の中東情勢の影響によ

る建築資材高騰分の追加です。 

 第３目「社会教育施設災害復旧費」は、上町公民館の災害復旧工事等の追加

です。 

 第５項第１目「その他の公共施設・公用施設災害復旧費」は、能登自動車学

校の災害復旧工事や、恋路ロマンティックパーク災害復旧工事の追加です。 

 以上、この財源として、第１４款国庫支出金、第１５款県支出金、第１７款

寄附金、第１８款繰入金、第２０款諸収入、第２１款町債を追加し、収支の均

衡を図っております。 

 次に、議案第６９号「議会議員等の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関す
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る条例の一部を改正する条例について」は、近年における物価高騰並びに成り

手不足等に鑑み、諮問機関である特別職報酬等審議会の答申内容に基づきまし

て議会議員の報酬の額を引き上げるため、改正するものであります。 

 次に、議案第７０号「能登町本社機能立地促進のための固定資産税の課税の

特例に関する条例の一部を改正する条例について」は、地域再生法第１７条の

６の地方公共団体等を定める省令の一部改正に伴い、地方活力向上地域等特定

業務施設整備計画の認定期間を２年間延長し、令和１０年３月３１日までとす

るほか、所要の改正をするものであります。 

 次に、議案第７１号「能登町心身障害者医療費の助成に関する条例の一部を

改正する条例について」は、国民年金法等の一部を改正する法律の施行に伴う

経過措置に関する政令の一部改正に伴い、控除対象配偶者を同一生計配偶者と

するため、改正するものであります。 

 次に、議案第７２号「能登町観光施設条例の一部を改正する条例について」

は、ふれあいの里施設内に屋内遊具場を設けるため、改正するものであります。 

 次に、議案第７３号「請負契約の締結の変更について」は、第２回能登町議

会３月定例会議で議決いただきました令和７年度６災８５８号小浦漁港災害復

旧工事（東防波堤１１の１ほか）（ゼロ町債）において、労務単価の見直しに伴

い、契約金額２億４，２５５万円を２億４，５５３万８，７００円に変更する

ため、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるも

のであります。 

 次に、議案第７４号「能登町農業委員会委員の任命について」は、７月19日

に任期満了を迎えます能登町農業委員会委員につきまして、羽根の濵髙靖子氏、

宮地の河原東洋史氏、崎山の井畠網臣氏、瑞穂の赤﨑由美子氏、曽又の川畑慎

太郎氏、鈴ケ嶺の坂下政浩氏、当目の影田伸幸氏、五郎左エ門分の上野朋子氏、

立壁の橋谷久司氏、行延の末次芳幸氏、立壁の鹿島朋子氏、秋吉の瀬爪忠氏の

１２名の方々を、能登町農業委員会委員に任命いたしたく、農業委員会等に関

する法律第８条第１項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

 次に、諮問第１号の「人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに

ついて」は、人権擁護委員の舘博之氏の辞任に伴い、人格識見が高く、経験を

お持ちであります能登町字瑞穂の紺谷春美氏を人権擁護委員候補者として推薦

いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき議会の意見を求める

ものであります。 

 何とぞ広くご審議の上、ご同意を賜りますようお願いいたします。 

 なお、舘博之氏におかれましては、３期８年にわたり、人権の擁護と人権思

想の普及高揚に貢献いただきました。長年のご活躍に対しまして、感謝を申し

上げますとともに、健康に留意され、後進の育成を賜ればと存じます。 
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 以上、本会議に提出した議案等の提案理由を説明いたしました。 

 議員各位におかれましては、慎重なるご審議をいただき、適切なるご決議を

賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 

議長（市濱等） 

 以上で提案理由の説明が終わりました。 

 

日程の順序変更 

 

議長（市濱等） 

 お諮りします。 

 この際、日程の順序を変更し、日程第９、議案第７４号「能登町農業委員会

委員の任命について」、日程第１０、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦に

つき意見を求めることについて」の２件を先に審議したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（市濱等） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、日程の順序を変更し、日程第９、議案第７４号「能登町農業委

員会委員の任命について」、日程第１０、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推

薦につき意見を求めることについて」の２件を先に審議することに決定いたし

ました。 

 

議案第７４号、諮問第１号 

 

議長（市濱等） 

 ただいま先議することに決定しました議案第７４号及び諮問第１号の２件を

議題とします。 

 

質疑、討論の省略 

 

議長（市濱等） 

 お諮りします。 

 議案第７４号及び諮問第１号は人事案件でありますので、質疑、討論を省略
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し、直ちに採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（市濱等） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第７４号及び諮問第１号は、質疑、討論を省略し、直ちに採決

することに決定いたしました。 

 

採   決 

 

議長（市濱等） 

 この採決は、起立によって行います。 

 お諮りします。 

 議案第７４号「能登町農業委員会委員の任命について」、能登町字羽根、濵髙

靖子氏、能登町字宮地、河原東洋史氏、能登町字崎山、井畠網臣氏、能登町字

瑞穂、赤﨑由美子氏、能登町字曽又、川畑慎太郎氏、能登町字鈴ケ嶺、坂下政

浩氏、能登町字当目、影田伸幸氏、能登町字五郎左エ門分、上野朋子氏、能登

町字立壁、橋谷久司氏、能登町字行延、末次芳幸氏、能登町字立壁、鹿島朋子

氏、能登町字秋吉、瀬爪忠氏、以上１２名の任命について、同意することに賛

成する諸君の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 

 

議長（市濱等） 

 ありがとうございます。ご着席ください。 

 起立全員であります。 

 よって、議案第７４号は、原案のとおり同意とすることに決定いたしました。 

 日程第１０、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ

とについて」。 

 諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて」、

能登町字瑞穂、紺谷春美氏を適任とすることに賛成する諸君の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 
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議長（市濱等） 

 ありがとうございます。ご着席ください。 

 起立全員であります。 

 よって、諮問第１号は、原案のとおり適任とすることに決定いたしました。 

 

質   疑 

 

議長（市濱等） 

 次に、日程第３、議案第６８号「令和８年度能登町一般会計補正予算（第１

号）」から、日程第８、議案第７３号「請負契約の締結の変更について」までの

６件について、質疑を行います。 

 質疑は大綱的な内容でお願いします。 

 質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
 

議長（市濱等） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 

常任委員会付託 

 

議長（市濱等） 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第６８号から議案第７３号までの６件に

ついては、お手元に配付しました議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委

員会に付託したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
 

議長（市濱等） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６８号から議案第７３号までの６件については、お手元に配

付しました議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託することに

決定しました。 
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休会決議 

 

議長（市濱等） 

 日程第１１、「休会決議」を議題とします。 

 お諮りします。 

 委員会審査等のため、明日から１４日までの６日間を休会としたいと思いま

す。 

 これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
 

議長（市濱等） 

 異議なしと認めます。 

 よって、明日から１４日までの６日間を休会とすることに決定いたしました。 

 次会は、６月１５日午前１０時から会議を開きます。 

 

散   会 

 

議長（市濱等） 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 

                      散 会（午前１０時２８分） 
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開 議（午前１０時００分） 

 

開   議 

 

議長（市濱等） 

 ただいまの出席議員数は、１２人で定足数に達しておりますので、これから

本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 あらかじめ本日の会議時間を延長しておきます。 

 

一般質問 

 

議長（市濱等） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 一般質問の形式は一問一答方式とし、質問者の持ち時間は答弁の時間を含ま

ず３０分以内となっておりますので、よろしくお願いをいたします。また、質

問の回数は質疑と同様に、原則として１つの質問事項に対し３回までとなって

おりますので、遵守されますようお願いいたします。なお、関連質問について

も申合せ事項により原則として認められておりません。 

 それでは、順に発言を許可します。 

 １番 松本光雄君。 

 

１番（松本光雄） 

 改めて、おはようございます。松本です。 

 これから質問に入らせていただきますので、よろしくお願い申し上げます。 

 まず、窓口業務についての考え方を問います。 

 窓口対応に関するマニュアル、接遇指導などの一定の教育が実施されており

ますのでしょうか。また、地域事情や地区名、主要な地理情報などについて、

最低限の必要な知識の有無、教育が行われておるのでしょうか。 

 災害復旧の復興に関する相談等についても、住民に寄り添った対応をどのよ

うな考え方で行われているのでしょうか。 

 また、今後の窓口対応の改善に向けて、どのような取組をお考えでしょうか。 

 以上について町の考え方をお伺いします。 

 それでちょっと私的で申し訳ないですけど、補聴器を入れておるんやけどち

ょっとあれやもんで大きい声でゆっくり答弁してもらえんですか。それをお願

いします。 
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議長（市濱等） 

 総務課長、山下栄治君。 

 

総務課長（山下栄治） 

 それでは、松本議員の質問に答弁させていただきます。 

 窓口対応や接遇等に関します研修は、町職員として必須の研修として受講い

たしております。また、常日頃から来庁された方々に対して適切な声がけや懇

切丁寧に対応するよう課長会議等でも周知をいたしております。 

 しかし、現在、震災からの復旧・復興に向けて、全国各地から応援に来てい

ただいている各自治体の職員や、また経験の浅い職員が混在していることから、

町内各地区の詳細な土地勘や実情を把握し切れていない部分もあり、ご迷惑を

おかけしている場面もあるかと思われます。 

 また、被災者支援の受付につきましては、４月より、復興推進課内に被災者

支援コールセンターを設置しまして、相談しやすい体制を構築しております。 

 必要に応じまして、専門家による相談のほか、現地にも訪問するなど、最後

まで寄り添った対応を心がけるとともに、各種支援制度の取りこぼしがないよ

う引き続き努めてまいりますので、ご理解願います。 

 

議長（市濱等） 

 １番 松本光雄君。 

 

１番（松本光雄） 

 ただいまの答弁されたことを今後、一般町民の方がおいでたら実行されるよ

う強く要望します。この件については以上です。 

 

議長（市濱等） 

 松本君、引き続き。 

 

１番（松本光雄） 

 次ですが、耕作放棄地の転換パイロット事業の転換を問います。 

 町内の至るところに畑の耕作放棄地が見られます。これらをいかに生かして

産業づくりをするかということを考えたときに、難しいことは駄目なので浪人

でもできるようなことからと考えましていろいろ探しましたら、クルミという

ものを見つけ出しました。 

 そこで、これを何とか取り入れて、少しでも地域の産業に役立つものならと
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思って、今ここで発言させてもらっているんですけれども、とにかく何の作物

をつくるにも、そうは簡単にはできません。積んだり崩したり、そういう繰り

返しをやりしつつもっての前進しかどうにもならんのが現実かと思います。 

 パイロット事業として取り組むには、町なり県なり国なりの理解ある協力が

なかったらできませんので、この事業の町のほうの考え方を教えていただけれ

ば幸いと存じます。 

 以上です。 

 

議長（市濱等） 

 農林水産課長、下谷内哲次君。 

 

農林水産課長（下谷内哲次） 

 それでは、お答えします。 

 まず、畑の耕作放棄地の活用につきましては、土地が個人の大切な財産であ

る以上、行政が一方的に介入することはできません。そのような制約がござい

ますが、耕作放棄地の発生抑制に向けた当町の取組について、この機会にご説

明させていただきます。 

 当町では、石川県やＪＡと連携し、各集落において、１０年後、誰が耕作を

担うのかという将来像を具体的に描き、農地中間管理事業等を積極的に活用し

ながら地域計画の策定を進めております。この計画は、住民主体で毎年、見直

しを行っていただいており、現在耕作されている優良な農地を次世代へ確実に

引き継ぐことが最優先事項でございます。 

 こうした取組を積み重ねることが、結果として耕作放棄地の発生防止につな

がるものと考えております。 

 次に、ご提案いただきましたクルミを用いた産業づくりにつきましては、地

域活性化を願う議員の熱い思いとして受け止めさせていただきます。 

 クルミ栽培についてお調べしましたところ、苗木の育成から収穫、選定、乾

燥調整など加工に至るまで、専門的な技術と相当な重労働、長期間の管理を要

する作物であることと、果実が実ってからは販路開拓など売り先の確保なども

考慮しながら進めていく必要があろうかと思います。 

 ご提案の趣旨である高齢の方でも取り組みやすいものという観点から考えま

すと、むしろ身体的負担や管理コストが大きく、高齢の方々が主体となって取

り組むには、かえって過酷な作業になりかねない側面もあろうかと考えており

ます。 

 したがいまして、持続可能性や事業性の観点から、現段階で町がこの事業を

推奨することはできませんが、新たな産業創出の志を否定するものではござい
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ません。もし可能であれば、まずは議員ご自身で、志を同じくする方々と連携

し、小規模かつ試験的に取り組んでいただくことで、新たな可能性や課題を検

証する第一歩になるのではないかと思っております。 

 町といたしましては、現在は何よりも震災からの復旧・復興を最優先に推し

進め、既存の耕作農地の保全を確実に成し遂げることが先決であります。将来

を見据えた産業基盤の強化は極めて重要ですが、まずは足元の農業を守り抜く

ことに全力を注いでまいりますので、何とぞご理解賜りますようお願い申し上

げます。 

 

議長（市濱等） 

 １番 松本光雄君。 

 

１番（松本光雄） 

 そうすると、結果的に問いますが、この問題はイエスかノーかで答えてくだ

さい。 

 

議長（市濱等） 

 農林水産課長、下谷内哲次君。 

 

農林水産課長（下谷内哲次） 

 お答えします。 

 町としてはできません。 

 

議長（市濱等） 

 １番 松本光雄君。 

 

１番（松本光雄） 

 我が能登町は残念ながら高齢化社会に入っているんです。何をするにも大変

なのは大変です。大変だからといって、あれも駄目、これも駄目といっていた

のでは、なおさら人口の定住者が少なくなっていく可能性があると思いますよ。

とにかく昔から当たって砕けろという言葉もありますとおりに、少しでも前向

きなことに取り組む必要が今後あるかと思いますもんで、そういうふうな点、

ちょっとお答えを願います。 

 

議長（市濱等） 

 松本議員、質問に答える必要はありますかね。 
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１番（松本光雄） 

 

 

議長（市濱等） 

 それでは、誰か答えることはできますか。 

 

議長（市濱等） 

 総務課長、山下栄治君。お願いします。 

 

総務課長（山下栄治） 

 それでは、松本議員のご質問、町に対するお伺いについてお答えさせていた

だきます。 

 現時点において、ご提案いただいておりますクルミを用いた産業づくりにつ

いては、現時点においては、町では推奨する、推し進めることはできかねると

いうものです。 

 また、松本議員が当たって砕けろというご発言がございましたが、クルミと

いうものを調査したところ、非常にリスクが高いというふうに町としては認識

しておりますので、当たる前に、現時点において推し進めることは非常に困難

であるということをご答弁させていただきます。 

 

議長（市濱等） 

 １番 松本光雄君。 

 

１番（松本光雄） 

 答弁ありがとうございました。 

 とにかく今後の課題として、町の発展のために何かを起業、起こすという感

覚を持っていただきたいと思います。 

 以上をもって私の発言を終わります。 

 ありがとうございました。 

 

議長（市濱等） 

 それでは次に、１４番 鍛治谷眞一君。 

 

１４番（鍛治谷眞一） 

 今日はちょっと朝からサッカーの応援をしておったら声がおかしくなってお
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ります。 

 さて、６月１５日、宇出津の人間は私みたいな年寄りでも少し心がざわつき

ます。７月に近づくと、何とか雨が降らんと無事に祭りができればな。見ても

分からん天気図を見ながら、焦る気持ちを持っています。 

 能登半島地震の発災から２年半の歳月を経て、目は慣れてきましたが、町を

歩くと、ここは誰の家やったかな、あの人の家はどこやってんろ、そういえば

あの人はどこに住んでおるんやろうか長いこと顔見んがな。２年半前の景色も、

お名前さえも思い出すことができなくなってきました。 

 私ごとで恐縮ですが、４日前、６月１１日は、おふくろの祥月命日というこ

とで、白山市から妹ら夫婦も来て、墓参りに行き、お花を添え、お線香をたい

てお参りしたら、ついつい出た言葉が、おやじ、おふくろが精いっぱいの見栄

張って造った家も、あの自慢の庭も守れませんでした。申し訳ありません。そ

んなふうに墓に告げました。妹が涙をためて、ありがとうと告げました。そん

な形で、２年半が過ぎたんだなということを実感しております。 

 本日は、私のようなお年寄りに関心の高い質問１点と、もう１点は松波小学

校の新築復旧工事、これについて、大きくは２問について質問いたしたいと思

います。 

 本来ならば、学校のほうのことは自分が所属している教育厚生常任委員会に

諮って審議すべきですが、なかなか時間もうまく取れませんでした。申し訳あ

りません。よろしくお願いします。 

 質問に入る前に、通告した質問の前に、少し確認したいと思います。 

 吉田町政だけではなく、大森町政からもやっていたんですが、去年６月から

三波、白丸、柳田、高倉、瑞穂、上町、松波、岩井戸、秋吉、コンセールのと

の各公民館において、無料、要予約、予約してください。定員１０名程度を基

本として、１か月に２つの会場ぐらいで、それぞれ９０分、１時間半のスマホ

教室を開講されております。なお、この教室の講師は、どうやら私の知ってい

る情報では、株式会社アイビ・ケア・マーケティングが務めておられると。デ

ジタル社会に即応したいい企画を進めていると理解していますが、教室の活動

実績等について、ここまでこの理解でよろしいですか。 

 また、その成果や問題点、課題についても、まずは聞かせてもらってから質

問に入りたいと思います。よろしくお願いします。 

 

議長（市濱等） 

 総務課長、山下栄治君。 

 

総務課長（山下栄治） 
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 それでは、無料スマホ教室等々の開催につきまして、その成果や問題点等々

についてでございます。 

 今、議員から御発言のありました三波、白丸等々、約１０か所について、町

が協賛する形で無料スマホ教室ということで、１０名程度を参集いたしまして

開いております。 

 このスマホ教室につきましては、やはり一方的なこちらからの説明が主とな

ります。１回９０分程度と、非常にというか短いですね。それぞれご参集いた

だいた方々からは、いろんな操作の手法であるとか、理解度というものもそれ

ぞれ違います。ですので、こちらから説明する、一方的な説明に終始するよう

な場面もありますが、受講者からの質問等に対してのお答えする時間に関して

は、十分取れていないのかなというふうに認識しております。 

 また、スマホはスマホ教室で使うものではなく、日常的にいろんな場面で使

う場合があります。そうすると、いろんな場面でいろんな操作に関する問題点

が出てまいります。そこに即応したお答えというものがなかなかお答えするこ

とができないという現状、これが課題ではないかなというふうに考えておりま

す。 

 いずれにつきましても、無料スマホ教室、ご協力いただいておる事業者様か

ら、これは大変ありがたいものですので、今後もこのスマホ教室というものは

継続してまいりたいと考えておりますので、ご理解ください。 

 

議長（市濱等） 

 １４番 鍛治谷眞一君。 

 

１４番（鍛治谷眞一） 

 私も自分の思う不都合は回数が少ないんじゃないかなというような気持ちも

ありましたが、今ほどのお答えでは、質問には十分答えられているというふう

に思うけれども、いろいろ課題もあるというふうに受け止めます。 

 それでは、もう少し具体的に質問させていただきます。 

 ２月２６日、県の年齢別人口の推計発表によれば、６５歳以上の高齢化率が

一番高い珠洲市の５５.３％に次いで、我が町は５４.７％。６５歳以上ですよ。

２番目に高いのが我が町の事情だと。これを踏まえて進めたいと思います。 

 私の年齢がそうさせるのか、私の周りの７０代の特に男性たちの大半が、高

いスマホを購入したけれどもガラケーのときとあんまり変わらず、電話をかけ

る受ける以外の機能を使えてないのが現状です。少し機能を増やそうとして操

作をすると、次に進む確認。そのたびにタップしなければいけないんですが、

このタップという言葉でさえも、これどんな意味やねと言ってきた人がいます。 
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 そんな意味では、何か前に進むのは別途料金が発生するんじゃないかとか、

請求書が後から来るがでないかいやとか、そんなふうに。また、今ある機能が

消えてしまうがでないかしら。オレオレ詐欺やらトクリュウの話もありますか

ら、高齢者の多くの方が上手に利用することに大変臆病になっております。 

 高齢化社会で、同居する息子か娘でもいれば、そこで聞いてもうちょっとう

まく使えるのかもしれませんが、残念ながらアナログのじいちゃんとばあちゃ

んが２人で住んでいる世界では、教えてくれる人もいません。 

 そこで私の提案は、現在こうやって開催されてきたスマホ教室より、シニア

の方に特化して、初歩的なことでも気軽に聞ける、忘れてもまた聞ける、恥ず

かしがらずに相談できる、そんな教室をテストケースとして常設の設置をして

みることはできないか。 

 可能であれば、業者関係のプロが講師じゃなくて、当町職員が順番にその相

談員、指導員を務めるようなカジュアルな対応を検討してもらえないか、お尋

ねしたいと思います。 

 

議長（市濱等） 

 総務課長、山下栄治君。 

 

総務課長（山下栄治） 

 では、お答えさせていただきます。 

 まず、現在、当町では、デジタル技術を活用した住民サービスの向上に注力

しております。具体的には、公共施設へのフリーＷｉ－Ｆｉの整備や、民間企

業と連携したスマホ教室、先ほど申しましたがスマホ教室等を実施しておりま

す。 

 また、公式ＬＩＮＥを通じまして、イベントや行政情報の発信、各種電子申

請、さらには健康増進ポイント事業のとピッとなど、楽しみながらデジタルラ

イフに触れ、暮らしを便利にするツール等を展開しております。 

 そして、議員ご提案のありましたスマホ相談窓口の常設につきましては、ま

ずは当町、現状といたしまして復旧・復興業務を最優先としたいため、当面は

現在行っております公民館スマホ教室の周知強化や出前講座の充実に注力しま

して、住民の皆様が参加しやすい環境に努めてまいりたいと思います。 

 また、スマホ教室等にいたしましても、回数であるとか開催場所等々の拡充

につきまして検討を進めてまいりたいというふうに考えております。 

 そして、特殊詐欺への対応につきましても、まちづくり出前講座等により正

しい知識と防犯意識の普及に努めてまいりたいと考えておりますので、何とぞ

ご理解賜りますようよろしくお願いします。 
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議長（市濱等） 

 １４番 鍛治谷眞一君。 

 

１４番（鍛治谷眞一） 

 なかなか私の思いは伝わってないのかもしれません。 

 昨日もイカキングへ行って、食堂でイカと何とかの丼というのを注文して、

タッチパネルで押したまではよかったんですが、キャッシュレスでやっている

からキャッシュは使えませんということなんですね。 

 事ほどさように、自分たちが生活していく中で、デジタル化、これが大変急

激に進んでおります。民間を使うと、今課長がおっしゃっていましたけれども、

１か月に１回、公民館にとっては３か月、４か月に１回しか回ってこないんで

す。しかも時間は１時間半。予約が必要です。 

 これはセクハラでも何でもないんですが、男はどうも私自身がそうなんでし

ょうけど見栄張りで、あんまりこんなん聞くが恥ずかしいな、そんなふうに思

っております。そうすると、なかなかうまくいかなくて、置いてきぼりを食う

というふうになるんじゃないかなと思うんです。 

 具体的には、あくまでも検討でよろしいです。４階のエレベーターを降りて

すぐ左の部屋でも結構です。そこに常設で１名、２名の職員が午前中２時間午

後２時間ぐらい、いつでも常設して、小さな相談でも乗りますよというような、

そういうコーナーをつくってもらえると、もっとみんな喜んで来るんじゃない

かな。 

 もちろん私も承知おきしています。シルバー人材でもスマホ教室をやったり、

あっちこっちでいっぱいやっています。郵便局も去年やっていましたよね。こ

うやって見たら、シニアのためのスマホ教室。でもやっぱり使えないと、トチ

ツーカのことであれ何であれ機会損失をするんです。機会損失に対して、やっ

ぱり少しでも行政はそれをちゃんと手助けする手だてを考えることが、ＤＸ社

会、デジタル社会を生きていく大変進んだ町が能登町だというふうになられる

くらいに、身近にそういう教室があったらいいかなというふうにお願いし、デ

ジタル社会をうまく生きるには、５４.７％の高齢者も一緒に連れていってもら

わんと、町もスムーズに前へ進めないというふうに思いますので、どうかよろ

しくお願いいたします。 

 それでは、通告しました２点目の松波小学校の新築復旧工事と、その関連に

ついて質問をいたします。 

 明後日、あさってですね。６月１７日、起工式という通知が来ました。私は

先月、５月３１日、日曜日だったかな、内部から解体されて外壁だけの構造体
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になった松波小学校を見て、特に来年３月、この学びやに入学式に行ったけど、

卒業するときはここじゃないんだなというふうに子供なりに考えているんじゃ

ないかな。そんなふうに思い、その足で松波中学校のグラウンドに立って、中

学生たちは自分の学びやをどんなふうに捉えているんだろう。ここにプレハブ

のこんなものができるなんて、きっと思いもつかなかった。そんなふうに思い

ます。 

 ＰＴＡ大好き人間の私にとっては大変つらいいっときを過ごしました。 

 それでは、松波小学校新築復旧工事について、関連事項も含めて、通告した

質問５点についてまとめて質問します。番号をおっしゃってもらって答えても

らうと、ありがたいと思っています。 

 まずは１点目。スタート時の概算予算から、世界の中東情勢のことや材料費、

そして労務工賃の急激な高騰で、災害地のうちだけの話じゃなくて全国が、全

世界がそうなっているということで、何度か出したうち平成７年度に出した予

算を減額補正で一旦切って、また立ち上げるというような仕切り直しを経て、

本体建設工事３０億３，１６０万。これ本体建設工事ですよね。これに災害復

旧事業債を活用して、何とか有利な資金調達ができたと理解するが、この理解

でよいのか。 

 併せて、この事業の完了までの概算の予算はどれくらいなのか。現時点でお

分かりの部分だけでもお答え願いたいと思います。 

 近年は体育館でもエアコンの導入が見られるということで、これまでの学校

環境の建築とは少しずつ変わってきたのも事実ですが、よろしくお願いいたし

ます。 

 次に、２点目。新校舎の完成予定時期、供用開始の現時点でのタイムスケジ

ュールについて、これについてもお答えください。 

 ３点目。小中学校の再編は、能登町立小中学校適正規模・適正配置に関する

基本方針によるというふうにありますが、現時点での小学校、中学校の統廃合

のタイムスケジュール、令和９年度はどうなる、１０年度はどうなる。これに

ついても幾つか話を聞いていますが、ここでもう一度、私は整理してみたいと

思っています。 

 ４点目。珠洲市なんかの他の自治体でも私たちがよく耳にする小中一貫校、

これについて聞きたいんですが、小中一貫校というのは、どうやらいわゆる国

の事業の中ではそういう名前じゃなくて、義務教育学校、こんなふうに言うそ

うで、厳密には少し校長先生の数とかが違うらしいですが、進め方としては義

務教育学校、これについて町はどんなふうに考えているのか。 

 小学校６年間と中学校３年間の９年間は、大変大事な時期です。これについ

て、町のほうでは思いをはせたことがあるのか、思いをめぐらせたことがある
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のかを一応確かめたいと思います。 

 さて、最後の５点目は、学校統廃合にも大きく関連すると思いますが、当町

小中学校のいじめ、不登校についてお尋ねいたします。 

 大変繊細な問題なので、微に入り細にわたっての議論は避けたいと思います

が、地域の宝である子供たちの成長をしっかり見守りたいと思います。いじめ、

不登校について、その対応を含めて現況をお伝え願いたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

 

議長（市濱等） 

 教育長、眞智富子さん。 

 

教育長（眞智富子） 

 それでは、鍛治谷議員の質問にお答えさせていただきます。 

 １点目、２点目、合わせてお話しいたします。 

 松波小学校の建設に係る費用ですが、現在３０億３，１６０万円で計画して

おります。議員おっしゃるとおりでございます。 

 また、竣工は令和９年８月下旬を予定しており、来年度の２学期より新しい

学校で子供たちが学べるよう準備を進めております。しかしながら、中東情勢

の影響による資材不足などから遅れる可能性もあり、随時打合せを行いながら

進めてまいります。 

 ３点目の学校の統合に関しましては、令和５年３月に新たに策定いたしまし

た能登町能登町立小中学校適正規模・適正配置に関する基本方針及び実施計画

に基づきまして、初めに中学校からお話しします。小木中学校が令和７年度か

ら能都中学校に統合され、松波中学校は、本年度末で閉校し、令和９年度から

能都中学校に統合されることになっています。柳田中学校は、今後の生徒数の

推移を見ながら、生徒数が４０人を切る段階で統合の検討を始めます。 

 また、小学校につきましては、完全複式となる学校が生じた場合、その時点

で統合を検討していこうというふうに考えております。 

 また、在籍児童数等の詳しいことは、さきに述べました計画の中に入ってお

りますので、総合的に判断しながら、地域の声を聞き、現時点では５校、５地

区の小学校は維持という形になります。 

 次に、４点目の義務教育学校の導入についてですが、中学生の発達段階にお

ける社会性の育成の観点から、その設置は当町では考えておりません。しかし

ながら、教育課程上の学びの連続性を大事にしておりますので、今後、教育課

程研究協議会を設置しながら、小中学校の連携の充実を図ってまいります。 

 いずれにいたしましても、学校は、単なる教育施設ではなく、地域の明かり
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であり、地域コミュニティの核として子供から高齢者までが集える場であり、

地域社会の活性化と再生に大きな役割をもたらす存在であると考えております。

加えて、地域の防災拠点としての機能を併せ持つ施設でもあります。 

 そんな中、５点目にご質問いただきました学校の統合に関して、児童生徒の

いじめや不登校の問題につきましては、具体的な数字の実数の公表はいたして

おりませんが、毎月、各学校において実態を把握しております。 

 いじめの重大事態はなく、不登校の子供たちも、ここ数年、急激な増加はご

ざいません。各小中学校では、日頃から児童生徒の表情や行動を観察したり、

個人面談やアンケート調査などを行い、いじめや不登校の未然防止、早期発見

に努めております。 

 また、スクールカウンセラーや、いじめ対応アドバイザー、ハートフル相談

員の配置をはじめ、今議会で上程しておりますみんなの居場所づくり支援事業

は、関係機関と連携し、学校、家庭とは異なる第三の居場所を必要としている

不登校の子供やその保護者への支援を予定しております。 

 地域の宝である子供たちが生まれ育った郷土を愛し、将来、地域の将来を担

う人材として育つよう、教育委員会といたしましても様々な施策を進めてまい

りたいと思っておりますので、ご理解願います。 

 

議長（市濱等） 

 １４番 鍛治谷眞一君。 

 

１４番（鍛治谷眞一） 

 つい何年か前まで、学校長として子供たちと直接接しられた教育長らしい細

かな点での指摘も含めて、お答えいただいたと思っております。 

 いずれにしても、学びの多様化学校、これが全国的に増えております。教育

長からも話があったとおり、私も子供たちというのは地域の宝だと思っていま

す。同じように、学校は地域の灯台、明かりだと思っています。自分たちの在

所に学校があるというのは、年寄りには大変ありがたかったです。そこら辺も

加味しながら、統廃合を子供たちのことを主役として、町長の都合や議員の都

合や地域の人の都合じゃなくて、主役である子供たちを大事にした統廃合を進

めてほしいと思っております。 

 少しあと１０分ほどあるから、そこまでいきませんが、私の体験をお話しし

ます。 

 何年か前に逝去しましたが、松波にムラタキュウセイという校長先生がいま

した。飯田高校での同級生でしたから。あるとき、「鍛治谷ちょっと来いま」「ど

こへいや」「松中やと」「何したん」「おら、いじめのことでひどい悩んどんげん
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わいや。おまえＰＴＡ大好きや、何か知恵ないかい」。キュウセイ、おれ名前出

して申し訳ない。でも本人の了解を取ってあるからあれやけど、正院に番匠國

雄という緑中の校長先生がいました。ムラタキュウセイと番匠は陸上仲間で、

大変いい友人たちでした。実は２人が取ったいじめ対策は共通なんです。 

 校長室に、何とか君、何とかさんのファイルがそれぞれ何冊かあって、何が

起きたか、どんな発言があったか、自分がどう言ったかを全部残していました。

キュウセイやい、番匠はこうやってやっとるけど、おまえにもせいとは言わん

けど、ちょっと考えてやってみたらどうやいや。後々、あれ役に立ったわと言

ってくれたときは大変うれしかったです。 

 そんな彼が急逝して、ムラタキュウセイやかいといって急逝せんでもいいが

に早くに逝ったことが悔しいなというふうに思います。 

 さて、今回の答弁に町長一個もないんですが、町長、お願いあるんですが、

体育施設のあなたは言ってみればプロです。今、能登町には、能都体育館も柳

田体育館も九里川尻の第一体育館も、どれも機能していません。やっぱりこれ

も子供たち、そして地域の人の健康を守るために大変必要な施設だと思ってい

ます。 

 先ほど質問の途中に言いましたが、エアコンの必要な体育施設を造りたいと

いうのは全国の今流れですから、どうかお金もかかることだから、すぐ分かり

ましたと言ってもらえないと思いますが、体育施設に対しての町長の思いを少

し聞かせてもらって、終わりたいと思います。 

 

議長（市濱等） 

 町長、吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 今、本当に一番大事なのは、インフラの整備とか公営復興住宅の整備といっ

たところであります。これはまだ完了しておりませんし、少しずつであります

けれども、皆さんの目について、復旧工事が進められているというふうに思っ

ています。 

 しかし、それだけでは復旧・復興は成し遂げられないというふうに思ってお

ります。ご指摘のとおり、スポーツ施設は、たくさんの方が集い、健康面だけ

じゃなくていろいろな楽しみ方をもたらす施設だというふうに思っております。 

 ご指摘のとおり、皆様が使いやすい施設であって、そして今はやはり暑い夏

もありますので、エアコン等も完備した体育館であるべきだというふうに思っ

ております。 

 ただ、能登町の身の丈に合った、そして皆さんの使い勝手のいい、たくさん
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集まっていただけるようなスポーツ施設を整備していきたいというふうに思っ

ておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 

議長（市濱等） 

 １４番 鍛治谷眞一君。 

 

１４番（鍛治谷眞一） 

 ちゃんと質問だけすればいいものを、前段事項やら何やらしゃべって、時間

もぎりぎりになったみたいです。 

 でも私にとっては、子供たちを伸ばすというのは、言ってみれば地域の宝で

ある子供たちをしっかり育てることが、町が生き残る一番大事な要点だと思っ

ております。 

 どうかよろしくお願いして、私の質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

 

議長（市濱等） 

 以上で、１４番 鍛治谷眞一君の一般質問を終わります。 

 

休   憩 

 

議長（市濱等） 

 ここでしばらく休憩します。 

 １１時５分、開始します。（午前１０時５５分） 

 

再   開 

 

議長（市濱等） 

 それでは、会議を再開いたします。（午前１１時０５分再開） 

 次に、１３番 志幸松栄君。 

 

１３番（志幸松栄） 

 １３番、志幸。議長よりしてくれという許可が出ましたので、今日は大きく

分けて３点、答えをいただきたいのは５点ありますけれども、皆さん、適正な

答えをいただきたいなと思って今日は質問いたします。 

 重複しておったみたいで、１番議員の接遇についての問題は重複しているみ

たいなもんですけど、方向先が違うんじゃないかなと、こちらからの質問もい
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たしますので、よろしく、議長お願いいたします。 

 今回、３月議会より今の６月議会までの間、２か月間、おかげさまで能登町、

それから日本国並びに世界の中でのニュース一般その等、あまり大きな問題が

なかったと思います。全体的に大きく言いますと、日本国、能登町、世界とい

うことで、一番の問題は燃油問題が一番問題でございます。やっと今回、ちょ

っと落ち着いてきた、世界の燃油の問題もちょっと落ち着いてきたみたいな感

じがしますけど、日本国の中においては、物価高、それからいろいろの問題が

取りざたされております。 

 おかげさまで、その問題は世界の中で全部一緒みたいな悩みでございますの

で、今回は、正直言って、時代の流れががらっと変わってきております。不思

議なくらいに能登町も世界も変わってきております。ＡＩとか何とかいって、

私たち本当に、今日、鍛治谷さんが言ったとおり、時代の流れ。 

 私たち戦後に生まれましたけど、戦前のこととか早くにいろんな戦前の方々

の話を聞いて、頭の中によくありますけど、今現在はもうＡＩで、ロボットの

時代がもう目の先に来ておる時代でございます。本当にすごい時代が来たなと

思って私は感じております。 

 皆さん、この能登町においても、もう食堂へ行ったりいろんなところへ行っ

て、皆さん、ロボット、皆さん、お分かりだと思います。まして来年、再来年

あたりから、人型ロボット、人間の形をしたロボットが目の先に浮かんでくる

わけでございます。 

 いろんな事業所、恐らく漁業関係にも配置できるだろうと思っております。

それから農業関係、３Ｋの仕事に対して結構やっぱりそういうロボット時代が

来るんじゃないかなと思っております。 

 そういう中で、私たちはどうやっていくべきなのかなと思って感じておりま

す。ましてや能登町なんか、今、接遇の問題で言いますけれども、これも昨日

かおとついか、６月１日現在で、鍛治谷さんの数字と私は違いますけど、能登

町には６月１日現在で、高齢化率、６５歳以上の人が５２.６％だったかな。そ

ういうような感じで、もう能登町も限界集落に近づいております。本当にすご

い町になったなと思って。 

 私は昭和４２年から社会へ出ました。そのときには、すごく能登町を誇りに

思って、活気のある町だなと思っておりましたけど、今も活気ありますよ。だ

けど、その活気さが違うと私は感じております。 

 そういうことで、いろんな中でありますけれども、漁業に対しては自然の移

り変わりが変わってきておりますけれども、気温の差、温暖化。だけど違うの

は、マグロが取れてマグロが取れて、そのマグロがお金にならないという状態

が今、能登町。この内海の漁業社会に、せっかくマグロが入っても、釣れても、
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逃がしてやらなきゃならんという現状で、お金になりません。 

 そういうようなマイナスのときもあれば、プラスのときもありますけれども、

そういうような現在でございます。それを乗り切っていくのが、これから若い

人たちの知恵、ましてやお年寄りの経験の知恵と重ね合わせて町を運営してい

くようにしていただければ光栄なのでございます。 

 それでは、御託ばかり並べてないで、前置きはそういうことで、それでは質

問に移りたいと思います。 

 それでは１点目、質問。 

 ご当地ナンバーの要件緩和についてお尋ねしたいと思います。 

 国土交通省は、自動車ナンバープレートに独自の地域を表記するご当地ナン

バーを、拡大に向け、要件を緩和する方針として、この前、新聞に出ていまし

た。 

 そういうことで、この能登町というのは、昔はこうやって私もずっと旅で歩

いていたときは、能登の人間やと言っても分かるんですけど、石川県ですと言

っていても分からないんですよ。だけどこれをチャンスに、国土交通省が緩和

するチャンスに、能登ナンバーも、町長、車の数は少ないかもしれんけれども、

ほかの市町村の市町のリーダーと話し合って、こういうものを検討していけば

どうかなと思って、これを質問しました。 

 そうすると、観光地のプラスにもなる。能登、奥能登ナンバー。そういうこ

とで復興のスピードも早くなる、加速する理由にもなると思います。 

 そういうことで、このご当地ナンバーについて質問したいと思いますので、

お答えいただきたいと思います。 

 議長、１点１点やっていきますので、よろしくお願いします。 

 

議長（市濱等） 

 ふるさと振興課長、石﨑宏子さん。 

 

ふるさと振興課長（石﨑宏子） 

 志幸議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 議員が把握されているとおり、令和８年４月からご当地ナンバーの要件が緩

和されました。国土交通省が公開している情報によりますと、１番目に、ご当

地ナンバーのさらなる普及のため導入地域の登録台数要件が一部引き下げられ

ました。奥能登ナンバーを導入する場合、２市２町で普通自動車で５万台、軽

自動車を含めると８．５万台となっています。 

 ２番目に、図柄について、寄附金ありのフルカラーと寄附金なしのモノトー

ンの２種類から、寄附金ありのフルカラーに一本化となります。 
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 ３番目に、地域における合意状況を踏まえて交付時期を選択できる柔軟なス

ケジュール設定が可能となっております。 

 続いて、観光振興に大きく寄与するものというふうなご提案ですけれども、

議員がおっしゃるように、ご当地ナンバーが観光振興に成功したと言われる事

例として、山梨県と静岡県の富士山ナンバーや、三重県の伊勢志摩ナンバーな

どが挙げられ、ブランドイメージの向上や、走る広告塔として観光を促進する

効果があったというお話を聞いております。 

 

議長（市濱等） 

 課長、いいですか。１点１点質問すると言っています。 

 

休   憩 

 

議長（市濱等） 

 暫時休憩します。（午前１１時１７分） 

 

再   開 

 

議長（市濱等） 

 再開します。（午前１１時１７分再開） 

 

ふるさと振興課長（石﨑宏子） 

 ３点目の復興を目指す奥能登２市２町の共同で取り組んでみてはどうかとい

うご提案です。 

 議員の熱意が伝わる誠に前向きなご提案と感じておりますが、冒頭の質問で

お答えしました緩和された要件について、車両の登録台数要件が２市２町だけ

では現在全ての車両を含めても４万５，０００台であり、制度上難しいものと

思われます。 

 しかしながら、復興を目指すということについては、議員がお考えのとおり

２市２町共通事項でありますので、復興に向けて、ほかにも観光振興に取り組

む機運の醸成等に努めてまいりますので、ご理解願います。 

 

議長（市濱等） 

 １３番 志幸松栄君。 

 

１３番（志幸松栄） 
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 分かりました。 

 私は数が少ないなと思っていろいろと調べておりましたけれども、課長さん、

よく調べてくださいました。ありがとうございます。 

 だから、ご当地ナンバー、富士山とか山梨、三重、そういうような相乗効果

があると思うんですよ。 

 ただし、私、一議員がこういう問題をあれしても、やっぱり頼むのは吉田町

長、前向きな町長に頼んで、町長並びに首長たちの集まりのときにこの問題を

言葉を出していただければなと思って、私、この質問をいたしました。 

 町長の答えをやるよということで、何年かかるかもしれませんけど、やって

くださるようお願いして、町長の答えをひとついただきたい。どうぞ。 

 

議長（市濱等） 

 町長、吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 志幸議員のご質問ですけれども、奥能登ナンバーというのは、もう既に台数

が足りませんので、これはもう制度上難しいと思いますが、能登ナンバーであ

れば数に達するのじゃないかなというふうに思っております。 

 それと、あと能登に住む住民の皆さんが能登ナンバーというものを望んでい

るならば、首長として訴える必要があると思いますけれども、皆さん、どれぐ

らいの方が望んでおられるかというのは、まだ未知数でありますので、そうい

ったことも調査する必要があるかなというふうに思っておりますので、ご理解

いただきたいと思います。 

 

議長（市濱等） 

 １３番 志幸松栄君。 

 

１３番（志幸松栄） 

 町長の答えをいただきました。 

 私、いい理解をした答えだと思って、私は理解して１点目を終わりたいと思

います。町長はやる気満々ということで理解します。 

 それと、やはり議員のときと違って、町長になったら、やっぱりこういうい

ろんなものとか、やっぱり尾びれはひれをきちっとあれした中で決断するんだ

なと思って、今そういうふうに感じましたけれども、町長、前向きにひとつよ

ろしく。 

 先ほど言ったとおり、旅、ずっとずっと私、２０年ばかり歩いていましたけ
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ど、石川県と言っても、皆さん、おまえ石川県というのはどこやと言う人が多

いんです。能登ですと言えば、昭和４０年代です。ああ能登か、能登衆かとよ

く言われました。そういうことで昔から現在でもそうなんです。石川県という

のはちょっと薄いんです。 

 そういうことで理解をして、町長、頑張ってください。 

 それでは、議長、２点目に移ります。 

 ２点目、婚活についてでございます。 

 なぜこういう問題に、私は、だから人口の減少、能登町として人口の減少、

世界でも日本でも、世界ではなくして日本では人口の減少は、皆さん、報道で

分かったとおり、何十年になれば３分の２になるとか、８，０００万人になる

というようなこと。 

 能登町は、なるほどすごい、減る率が。先ほど言ったとおり、町長も言った

とおり、ここに生活しているのかどうなのかということも、皆さん、理解した

数字を把握しなければ駄目だと。 

 そういうことで、魅力のある能登町をつくるためには、一番の問題は、私た

ちにはできません。お年寄りには。若い人たちのグループ。みんなお互いに年

寄りの力も借りて。年寄りがそういうものをして、結婚する人たちを増やそう

じゃないかという私の提案でございます。そうすれば人口も増えます。 

 そういうことで、年寄りは何をするかというと、昔のようにお世話をする。

だけど私、現在、妻も子もおります。もし私が現代に生まれておった場合に、

私みたいなやつは、本当にお世話する人がいなかったくらいで、今はこういう

議員もやらせていただいてあれですけれども、そういうような状態であったん

じゃないかなと。 

 今の子供たちは、結婚しなかったらずっとそのまま、ずっと結婚しないでい

くというような現状が多々見受けられます。私も子供３人つくりましたけど、

１人だけです、結婚しているのが。あと２人は結婚できない状態、しない状態、

できない状態というような現状でございます。 

 それを能登町の中で世話をして、１組でも皆さん、１組でも結婚する人たち

を増やしていって、それでも１人でも、１組でも２組でも子供さんができれば、

先ほど教育長も言いましたけど、鍛治谷君の質問に対して、いろんな問題、学

校の問題、そういう問題も結構やっぱり取りざたされてくる。 

 そういうことで、婚姻について、ひとつお聞きしたいと思っております。よ

ろしくお願いします。 

 

議長（市濱等） 

 吉田義法町長。 
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町長（吉田義法） 

 婚活についてということで、質問に答えさせていただきます。 

 平成２６年度から実施してきました町の婚活支援事業、能登町縁むすび支援

員は、支援員の高齢化と成り手不足、令和６年能登半島地震の影響により、令

和８年３月を持って解散をしております。 

 民間調査では、現代社会において、結婚した夫婦の出会いの場として、職場

に続きマッチングアプリとなっております。このマッチングアプリがきっかけ

となって結婚された２０代の方は全体の約２９.２％を占めており、県が運営す

るマッチングアプリサイト、あいきゅんをぜひご利用していただきたいと思い

ます。 

 議員がおっしゃるとおり、新聞報道で県主導の大規模婚活イベントが開催さ

れることが発表されましたが、当町としても婚活は地域を超えた出会いが必要

と思いますので、県や近隣市町などと連携し、婚活事業を進めてまいりたいと

考えております。 

 また、町の独自の施策事業につきましても、復興の状況等を踏まえ検討して

いきます。 

 

議長（市濱等） 

 １３番 志幸松栄君。 

 

１３番（志幸松栄） 

 ありがとうございます。 

 マッチングアプリということで、今、都会でも田舎でもこういうものは、あ

まり田舎の子たちはマッチングアプリはどうのこうのと、私、結構言葉をかけ

ていますけれども、マッチングアプリという頭、クエスチョンの子が多い。 

 そうすると、このマッチングアプリももう少しやっぱり普及させて、それか

ら町長が言われた独自の、能登町独自の体制を整えて、その独自をひとつ提案

を私していきます。 

 もし万が一、私たちのときは世話をしてくださるお年寄りの方がいた。こん

な子がここにおるから、この男の子がここにおるから、かわいい子がここにお

るから、世話してやろうという方々。だから私たち年寄りもそういうことで、

隣の人たちは何する人ぞというものを、いろんな方で、この頃皆さんそう言い

ますけど、そうじゃない。共助というようなことを防災でも、公助じゃなしに

共助ということを皆さん理解して、お世話するような。もし万が一、お世話し

てその１組ができた場合に、責任とかそういうものを、今の時代すぐ責任とか
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あれやとかと言うから、一人一人でも、１組でも２組でもまとめるような格好

で、お年寄りが協力して。また、友達同士でもいいんです。 

 そういうことで、一人でも多くの人たちが結婚というような状況にいくよう

な格好で能登町は進めていけばいいかなと。 

 県でも今、一生懸命にこうやって新聞紙上にも出ております。国でもニュー

スで騒いでおります。今、町長が言われた能登町独自のものということで言わ

れたので、そういうことをひとつやっていただければいいかなと思っておりま

す。 

 よろしくお願いします。 

 それから、議長、３点目に移ります。 

 ３点目、１番議員が言った職員の接遇についてです。町民に対しての接遇に

ついて、お願いしたいなと。 

 私の接遇については、正直言って、先ほど言ったとおり、高齢化率が、６５

歳以上の方が５２.６％、６月１日で。それだけになってきている。半分以上、

高齢者、６５歳以上なんです。ちょっとちんぷんかんぷんなんですよ。 

 そして窓口へ来て、今、いろんな世の中でカスハラとか何ハラとかハラハラ

というようなことで、役場で大声も上げられない。そういうことを皆さん分か

っておられるから、窓口へ来たって、自分の目的を達せないでお年寄りが帰る

ケースも結構やっぱり窓口で見られます。 

 そういうことで、全部窓口に設けるというんじゃなし、４月から総務課長が

言われた、どういうあれなのか知りませんけど、そういう窓口もある。一歩進

んだ窓口をつくってほしいなと思っております。 

 そうすれば、やっぱりお年寄りの帰る率が少なくなるんじゃないかなと。役

場との連携が密になっていくんじゃないかなと思います。 

 どこで答えるか知らんけど、答えをいただきたいと思います。 

 以上です。 

 

議長（市濱等） 

 総務課長、山下栄治君。 

 

総務課長（山下栄治） 

 では、ご質問に答弁させていただきます。 

 松本議員での質問の中でも答弁させていただきましたが、来庁された方々に

は、適切なお声がけや懇切丁寧な対応を心がけますよう所属長を通し、改めて

周知いたしますとともに、研修等により職員一人一人の必要となる知識の取得、

資質の向上を推進してまいります。 
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 また、応援職員や経験の浅い職員には、窓口対応を一人に任せず、中堅職員

や上司がフォローし、来庁者のニーズに応じて適切に対応するよう努めてまい

ります。 

 そして、ご提案、ご意見のありました専用窓口というものの設置につきまし

ては、今、応援職員をいただいておるマンパワー不足の中で新たな窓口の設置

ということは非常に困難な状況でありますが、まずは来庁された方が窓口対応

を担うところでいいますと、まずは大きなところでは住民課であるとか、健康

福祉課、あるいは税務課等が来庁者の数が非常に多いというふうに感じており

ます。そういった窓口の対応につきましても、十分ではないというご意見はい

ただいております。 

 この件に関しましても、先ほど申しましたとおり、そういった職員に対しま

しても中堅職員等々がフォローに入る、あるいは私も含めて所属者等が積極的

にフォローに入るというふうに努めてまいりますので、何とぞご理解いただき

たいと思います。 

 

議長（市濱等） 

 １３番 志幸松栄君。 

 

１３番（志幸松栄） 

 私の主張を述べさせていただいて、私、下がろうかなと思って時間を見まし

た。 

 そういうことで、今、課長が言われたみたいなもんで、私、直接言います。

私は何回も役場へかけております。今言われた旅の人間も入っております。 

 私たち、町長も私たち議員も、必ずや皆さん、選挙のときに訴えると思いま

す。分かりやすい町政。役場へ来てください。お願いしますということで、そ

れが一番の接遇の問題です。 

 今そういうことで言っているのに、それが基本ですかというんです。電話の

対応。「もしもし、志幸ですけど」、こう電話をかけます。何の用事でしょうか、

どこへ回すんでしょうか。何回も私はあります。私から先に一番初めにどうの

こうのと説明があったから、必ず私は名前を言うように、病院なんかでも特に

思っているんです。 

 そういう接遇はありますか。それはやっぱり日本国の接遇の仕方とか、いろ

んな勉強会があると思います。能登町独自の接遇の仕方も、今後、研究してい

ただきたいなと思っております。 

 今、先ほど言ったとおり、あまり大声も上げられない、役場へ来て。昔はよ

く、私、正直言って、志幸さん頼む、こういう人が来たさかい来てください。
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何回も役場の窓口へ行きました。この庁舎になってからも１回か２回来た。能

都町のときならしょっちゅうです。 

 結構そういうことは、今、皆さんの一般町民の方たちは禁じられております

のであれですけれども、そういう能登町独自の対応。 

 私が言うのは、かみ砕いたお年寄り窓口なんですよ。格好つけた専用窓口と

言ってもなかなか理解できません。 

 そういうことで、もう少し、山下課長、そういうことで、私の言うことも参

考にして、何だか４月からの窓口をより一層、町民との密接な関係をつくるよ

うに、またお願いいたします。 

 以上です。終わります。 

 

議長（市濱等） 

 以上で、１３番 志幸松栄君の一般質問を終わります。 

 それでは次に、７番 南正晴君。 

 

７番（南正晴） 

 それでは、議長より発言の許可が出ましたので、一般質問を行いたいと思い

ます。 

 まず、令和６年１月１日のあの能登半島地震から２年６か月弱。さらに同じ

年の９月２１日の奥能登豪雨から１年９か月弱。まだまだその爪痕が数多く残

っているように思いますが、インフラの整備ということで、かなり復旧も進ん

できていると思いますけれども、まだまだだと思いますので、今回は震災に対

しての質問を３件行い、あと一つ、その他ということで行いたいと思います。 

 それではまず最初に、旧柳田村地内を流れている石井用水に付随する野田地

区、石井地区を流れている路面流雪溝の状態についてお聞きしたいのですが、

これは私が大学を卒業し、当時、柳田村で就職した昭和５９年の１２月のこと

でしたが、１２月２０日過ぎからかなりの雪が降りまして、県道でも除雪が追

いつかずに、特に道路沿いに家が密集している野田、石井地区におきましては、

当然、雪によって道路幅がかなり狭くなりまして、バスやトラックなどの大型

の車両のすれ違いに非常に苦労したという、そういう状態を今でも思い浮かべ

ることがあります。 

 それからだったと思うんですが、何年後かは忘れましたが、野田、石井地区

に石井用水を利用した路面流雪溝というものが設けられて、地域住民の方々は

ここへ除雪した雪や、それから屋根雪を、それも含めてスノーダンプやスコッ

プを利用しましてそこへ雪を流す。それで雪がかなり道路上少なくなりまして、

交通の障害もそれに応じて少なくなったように記憶しております。 
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 しかし御存じのように、先ほど言われました能登半島地震や奥能登豪雨によ

りまして、石井用水の取水口である町野川の日詰脇地内の取水口のところがか

なり被災しまして、水が十分に流れない状態になったということです。 

 仮設ポンプで水を流して、水稲作にはそんなに大きな支障はないのかなと思

うんですが、雪が降ると、流雪溝へ雪を落としても流れている水の量が少なく

て思うように流れないということで、かなり除雪に時間がかかり、交通にも影

響が出ているように思われます。 

 特に先ほど言ったように、石井地区は県道宇出津町野線、それから野田地区

は県道珠洲穴水線が通る主要道路であります。冬期間の歩行者または車の安全

性を確保する上でも、現在の状態を何とか変えていきたいような対策をお願い

したいものですということで、この流雪溝及び水源である石井用水の取入口と

いいますか、そこの災害復旧状況と今後の見通しについてお尋ねいたします。 

 

議長（市濱等） 

 農林水産課長、下谷内哲次君。 

 

農林水産課長（下谷内哲次） 

 それでは、お答えします。 

 石井用水の災害復旧状況と流雪溝の今後の見通しですが、まず、農業用水で

ある石井用水の被災の状況でございますが、一昨年の能登半島地震により、日

詰脇地内の町野川堰における取水施設から同地区を経由し石井地区までの２.

５キロから成る石井用水が壊滅的な被害を受け、通水不能な状態となりました。 

 当町では、営農再開を最優先とし、震災から５か月後の５月中旬までに水路

の応急復旧工事及び大型仮設ポンプの設置を完了させ、必要な用水源を確保し

てまいりました。 

 今後の復旧工事の見通しですが、現在、用水路の復旧工事につきましては、

県が受託しております県道柳田里線の水路トンネルにおける土砂除去及び一部

の敷設替え工事が未発注となっております。これらの案件は、昨年度に入札不

調が生じておりますが、現在、改めて施工時期を精査し、早期に再度入札を執

行できるよう準備を進めているところでございます。 

 また、取水施設の復旧につきましては、隣接する河川復旧工事との整合性が

重要であることから、両工事を合わせて効率的に施工できるよう、関係機関と

連携し調整を進めております。 

 次に、石井用水を活用した流雪溝の今後の見通しについてお答えします。 

 まず、農業用水を流雪溝として利用することは、冬期間の雪処理の有効な手

段の一つとして各地で慣例的に行われております。野田、石井地区の流雪溝に
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つきましては、石川県が流雪溝として指定し、石井用水を水源として利用して

おります。 

 その石井用水ですが、農業用水としての機能を維持するため、現在は仮設ポ

ンプによる水源確保に努めておりますが、このポンプは農繁期のみの稼働を前

提としているため、積雪時には運転を停止せざるを得ず、そのため流雪溝とし

ての機能が十分に果たせていないのが現状であります。 

 この状況につきまして、管理主体である石川県奥能登土木事務所と協議した

結果、石井用水の施設復旧が完了するまでの間、冬期間においても仮設ポンプ

を稼働させるなど、流雪工が機能するように何らかの対策を講じたいとの前向

きな回答をいただいており、今後、運用面も含め、地元の方々を交え具体的な

協議を進めてまいりたいと思いますので、ご理解願います。 

 

議長（市濱等） 

 ７番 南正晴君。 

 

７番（南正晴） 

 農林課長のただいまの答弁で、前向きに検討しているということなので。 

 近年、雪も雨と同じように短時間で集中的に降り続くという傾向があります

ので、石井、野田地区、地元の方はやっぱり冬期間の流雪溝を強く希望してお

りますので、ぜひできればこの１２月からでも使えるように希望するものであ

ります。 

 それでは、２問目に行きたいと思います。 

 ２問目は、町道の復旧状況というか見込みについて聞きたいんですが、町内

いまだに地震の爪痕で通行止めや一部規制のかかった道路がいっぱいあります

が、取りあえず私の身近な３路線について今回聞きたいと思います。 

 まず、町道鈴ケ嶺２号線。これはかつては県道鈴ケ嶺矢波線と呼ばれていま

したが、バイパスが開通したことにより、今は鈴ケ嶺２号線と呼ばれておりま

す。ここは、１月１日の地震とほぼ同時に道路上の崖が崩れ、道路が塞がれ、

通行できないという状態になっておりましたが、土砂を取り除いた後もマンホ

ールの隆起等があり、通行に支障を来しておる中、９月の豪雨で河川のほうが

えぐり取られたような状態で片側が陥没しており、上水道のパイプ、または下

水のパイプが一部むき出しになっている状態で、今でも完全に通行はできない

状態になっております。 

 住宅へ行くために、鈴ケ嶺地区の人は、坂の下のほうで車を、大きい車だと

ちょっと難しいんですが、小さい車ですと何とか坂の下で車をＵターンさせて

坂の道へ上がっていくというような、そんな状態で大変現在の生活には支障を
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来しておるところであります。 

 次に、町道１級笹川宇出津1号線の久田地内の通称五ン田と呼ばれるところか

ら合鹿地内の小木の又へ抜ける区間です。ここは、たしか地震直後は通れなか

ったんですが、アスファルトの切れ目のところに砂利を入れるなどして何とか

軽トラックや車は通れる状態でありました。しかし、ここも９月の豪雨で路肩

が１００メートル近く崩れ落ち、現在は全く通れていない状態であります。 

 この道路は、我々の住んでいる小間生方面もしくは町野方面の方から、柳田

植物公園もしくは松波、珠洲方面へ向かうには、通り抜け用の道路として非常

に使われていた道路でありましたが、先ほど言ったように現在もまだ通行止め

の状態であります。 

 ３つ目は、町道１級石井鈴ケ峰１号線の鴨川地内、通称金森地内と言われて

いるところであります。ここも地震直後から道路上の崖が崩れて通行不能とな

っております。地震のとき、平行するように県道宇出津町野線の国光地内でも

道路が崩落し、我々はこの２路線が使えず、宇出津方面へ出ていくのに１週間

くらい、たしか道路状況が悪くて車が通行できなかったような記憶があります。 

 これも主要な小間生方面から柳田方面へ向かうのに、この金森地内を通って

行くには非常に便利な道路でありました。 

 以上、まだまだほかの町道についても聞きたいのですが、時間の制約もあり

ますので、本日はこの３つの路線について、復旧の計画もしくは見込みについ

てお聞かせをお願いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 建設水道課長、内糸英和君。 

 

建設水道課長（内糸英和） 

 南議員のご質問に、私のほうから答弁させていただきます。 

 ご質問の町道３路線についてですが、いずれも現在、通り抜けができない状

況となっている箇所があります。 

 鈴ケ嶺地内及び久田地内の２か所につきましては、能登半島地震で被害を受

け、道路啓開により一旦は通行を確保しましたが、同年９月に発生した奥能登

豪雨により再度被災を受けて崩壊規模が拡大したことから、再度の道路啓開が

難しく、通り抜けができない状態となっております。 

 また、鴨川地内の箇所につきましては、地震直後から斜面崩壊で道路が塞が

れ、加えて、その箇所の上部についても今後崩壊が起きる危険性が残されてい

ることから、道路啓開ができない状態となっております。 

 被災箇所の復旧計画についてですが、鈴ケ嶺地内及び久田地内の２か所につ
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きましては、測量及び地質調査が完了し、８月末の設計完了を目指しておりま

す。また、鴨川地内の箇所につきましては、測量後に被災箇所が拡大したため、

現在その部分の追加測量を実施しており、１２月中の設計完了を目指しており

ます。 

 ご指摘の３路線とも、地区内または地区間を結ぶ重要な生活道路であること

から、今年度中の本復旧工事着手を目指して、設計が完了した箇所から順次発

注をしていきたいと考えておりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

議長（市濱等） 

 ７番 南正晴君。 

 

７番（南正晴） 

 建設課長、詳細な説明、ありがとうございます。 

 やはり生活者としては、一日でも早く復旧を願って、そこを通りたいと思う

ので、早めにお願いをいたします。 

 ３点目ですが、道の駅桜峠、それから駒渡ポケットパークのトイレの修繕計

画についてですが、今年７月７日から能登空港の愛称がのと里山ポケモン・ウ

ィズ・ユー空港となり、世界初のポケモン空港として２０２９年の９月末まで

期間限定で運営されるという運びになっております。 

 このことにより、観光客の増加が見込まれ、能登にたくさんの人が来てくれ

ることに期待をしております。私も関係している農業やスポーツ団体の会合等

が金沢や加賀方面であるときには、能登はかなり復旧が進んできたので、日帰

りでもよいから能登を見に来てくださいというふうに呼びかけております。 

 ただ、震災直後は仕方なかったんですが、道路状況、水の供給状況で取りあ

えず仮設のトイレを早くということで、現在この２か所がいまだに仮設トイレ

が使われている状態ということです。 

 観光需要が増えてくるにつれて、当然、観光バスのツアー等が増えてくるも

のと思われますが、こういった寄り道のトイレが仮設の状態ですと、やはり観

光業界としては、ついバスの寄り道にも遠慮しがちになるというか、敬遠され

てしまうのではないかと。そういったことも心配されますので、早期に震災以

前の状態になることを望むものでありますが、この修繕計画はどうなっている

のか、その点についてお聞きいたします。 

 

議長（市濱等） 

 建設水道課長、内糸英和君。 
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建設水道課長（内糸英和） 

 南議員のご質問に、私のほうから答弁させていただきます。 

 道の駅桜峠及び駒渡ポケットパークのトイレにつきましては、日常的な清掃

の管理は町が行っておりますが、施設自体の管理は石川県となっております。

ともに登半島地震によって浄化槽が被害を受け、桜峠については地震直後から、

駒渡りにつきましては今年３月中旬から仮設トイレでの対応となっております。 

 管理者の県に確認したところ、桜峠については、男性用２基、女性用３基、

障害者用１基の仮設トイレ設置で、今年のゴールデンウイーク前には、トイレ

の処理能力を向上させるため浄化用のタンクを増設しております。現在、町と

共同で計画を進めております道の駅桜峠リニューアル事業に合わせて、トイレ

の配置検討を含めた設計を進めており、早期完成を目指し、県とともに取り組

んでいるところであります。 

 また、駒渡につきましては、男性用１基、女性用１基の仮設トイレ設置で、

現在、調査設計に着手しております。設計が完了次第、工事に着手し、早期復

旧を目指しているところであると聞いております。 

 県によりますと、復旧時期の見込みにつきましては、現段階ではお示しする

ことは難しいとのことですが、できるだけ早期の復旧に向けて努めていくとの

ことですので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 ７番 南正晴君。 

 

７番（南正晴） 

 建設課長、やはり県に強く呼びかけて、早期の修繕を望むものであります。 

 最後の質問、どうしますか。時間的にやりますか。そんなに時間かけずに。 

 では最後、４点目ですが、今、柳田の仮設第一と、それから柳田の公民館に、

某自動車会社ではセニアカーと言いますが、通称ではシニアカーというのが正

しいそうですが、それの実証実験が行われております。 

 私ごとですが、先々月、車の免許の書換えをしたときに、やはり６５歳につ

いになりましたが、自分では若いつもりでおりますが、やはり目のほうに影響

が出ていて、視力検査でかなり戸惑いました。係の人からは次回は眼鏡が必要

になるのではないかというふうに言われまして、まだまだ自分では大丈夫なつ

もりでおっても、少しずつ老いが来ており、いずれは車の免許の返納を考えな

くてはいけなくなってくるんだろうなというふうに思っております。 

 自分が免許を返納したときに、私の住所地である鈴ケ嶺からさあ出かけよう
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としたときに、今現在、公共交通機関の乗合バスは１日４便です。これは土曜

日は２便しかありません。役場に用事があって来ようとすると、極端な話、一

日の仕事になってくるのかなと思います。 

 近くの柳田総合支所なら何とか歩いて行けるようになるかもしれませんが、

宇出津まで出てくるとなるとまず無理です。ほかにも病院や食料品の買い出し

等、もし免許を返納したら当然自由な動きができなくなるわけでありますから、

やはり歩くか、そういった補助となるものが必要なのではないかと思っている

ところですが、この１０月１日からＡＩデマンド「のるーとのと」というデマ

ンドバスの実証運行が始まり、９年の２月からは本格運行になる予定が示され

ましたが、当然、免許返納後の移動には便利になりますが、一人で行きたいけ

ど歩いていくには少し遠い、そういったところの行動範囲にシニアカーという

のがよいのではないかと思います。 

 今、能登町では、６５歳以上で免許を返納すると共通商品券２万円の補助が

ありますけれども、金額のことを言うと失礼なんですが、２万円でデマンドバ

スを利用すると１４回か１５往復ほどで終わってしまいますので、週に１回出

かけるとしても半年もたないというか。その後の移動は結局歩くかということ

になりますので、ちょっと高めの４０万前後というふうにお聞きしたんですが、

シニアカーを免許返納後に買う方には何らかの補助措置を考えられないか、そ

の点をお聞きいたします。 

 

議長（市濱等） 

 町長、吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 ５月の２８日から７月の１０日まで、やなぎだ第１、第２団地において、仮

設住宅に居住する高齢者の外出控え、閉じ籠もりの解消を目的に、将来の自動

車運転免許証返納後を見据えた移動手段として、セニアカーと電動アシスト歩

行器による外出の活用実証を実施しているところであります。 

 これは、災害時応援協定を結んでおり、車両等を提供いただいた株式会社ス

ズキ自販北陸様や、企画運営をしていただいた自動車メーカーのスズキ株式会

社様、屋根つき充電ポートを提供いただいたダイワテック株式会社のご協力の

下、行われており、今後は避難訓練等でも実証実験を行う予定としております。 

 このセニアカーや電動アシスト歩行器は、介護保険制度上では、要介護２以

上の中度、重度者が給付対象、つまり所得状況により１割から３割負担でレン

タルすることができます。また、セニアカー等は福祉車両であることから、一

般の方が購入する場合は消費税は非課税となります。 
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 議員がご提案の補助につきましては、現時点では考えておりませんが、実証

実験によるニーズを踏まえ、支援の在り方について検討してまいりたいと考え

ております。 

 

議長（市濱等） 

 ７番 南正晴君。 

 

７番（南正晴） 

 町長、答弁ありがとうございました。 

 将来的なことを見据えて、やっぱり閉じ籠もりとかそういったものを何とか

防ぐためにも、こういったことの補助を前向きに考えていただければなと思い

ます。 

 以上で私の質問を終わります。 

 

議長（市濱等） 

 以上で、７番 南正晴君の一般質問を終わります。 

 

休   憩 

 

議長（市濱等） 

 ここでしばらく休憩いたします。 

 再開は１時ちょうどからです。（午後０時０３分） 

 

再   開 

 

議長（市濱等） 

 会議を再開いたします。（午後１時００分再開） 

 それでは次に、５番 田端雄市君。 

 

５番（田端雄市） 

 公明党の田端雄市です。 

 本日は、テーマを３つ挙げさせていただいて質問をしたいと思います。 

 まず１点目、一人も残さず住まいの確保をということでございます。 

 住まいこそ社会保障の基盤であり、個人の尊厳を守るための不可欠な社会イ

ンフラであります。震災から２年６か月、耐えて忍んでの期間でありましたが、

復興公営住宅の入居申請が６月から始まり、ようやく次の住まいの目星がつい
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てきたと思われます。 

 しかしながら、そうした大きな流れはできましたが、流れから乗れない人も

あるのではないか。ともあれ、一人も残らず次へのステージに進んでもらいた

い。この思いで懸念を払拭するため、本日の質問をいたします。 

 大きくは、まず２点。 

 まず１点は、仮設住宅入居者についてであります。 

 １２月の一般質問で、半壊未満世帯、いわゆる仮設入居対象外の対応につい

て、町長から町営住宅への入居の指針を出され、一安心したところでありまし

た。 

 そこで確認ではございますが、この仮設住宅入居、また対象外の世帯の方も、

今、仮設住宅に入っているわけなんですね、対象外の世帯が。その世帯は何世

帯あるのか。また、それに対しまして既存の町営住宅の数は２１５戸と聞いて

おりますけれども、この前述の世帯に対応できるのかをまずお答えしていただ

きたいと思っております。 

 

議長（市濱等） 

 復興住宅課長、仲谷宗君。 

 

復興住宅課長（仲谷宗） 

 それでは、田端議員のご質問に答弁させていただきます。 

 まず、６月１０日現在、仮設住宅の入居者で復興公営住宅の入居要件を満た

さない世帯は４１戸ございます。そのうち、ご自宅の修繕や建築、購入、また

は賃貸借住宅での再建をお考えの世帯が３１戸ございます。残りの見通しの立

っていない２世帯の方を受け入れる既存町営住宅には、空き住戸が修繕を要す

るものも含めて現在２４戸あります。受入れ対応は十分と考えております。 

 以上です。 

 

議長（市濱等） 

 ５番 田端雄市君。 

 

５番（田端雄市） 

 ちょっと聞き漏れしたみたいなんですけど、４１世帯あって、３１戸が目星

がついている。２世代があれということやね。現時点においては、２世帯の方

が町営住宅に入れるんじゃないかということですね。町営住宅の空きはありま

すよということですね。 

 それでは次に、私の認識では、現在の仮設住宅４６０世帯、賃貸８８世帯の
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入居者がおるというふうに私は認識しております。この人らの今後の見通しは

どうなっているか、お答え願いたいと思います。 

 

議長（市濱等） 

 復興住宅課長、仲谷宗君。 

 

復興住宅課長（仲谷宗） 

 先ほどは失礼しました。 

 それでは、田端議員のご質問に答弁させていただきます。 

 仮設住宅や、みなし仮設住宅に入居されておいでる世帯の今後の住まいに関

する見通しについて、入居者世帯全５１６戸からご意向を聴取しておりますの

で、その結果をお伝えいたします。 

 まず、復興公営住宅への入居意向の世帯は２５４戸、次に、新たな住宅建築

や中古住宅の購入、それと被災住宅の修繕意向の世帯は１８３戸、そして民間

の借家など賃貸住宅への入居をお考えの世帯が２２戸ございます。 

 そのほか、町営または県営住宅への入居希望や施設への入所、それと、お子

さんや親戚などの世帯への入居を予定しているなどの世帯が３０戸あり、残り

の２７戸の方は今後の意向を決めかねておいでます。 

 町としては、その方々からも再度意向を聴取して全容を把握していきたいと

考えております。 

 

議長（市濱等） 

 ５番 田端雄市君。 

 

５番（田端雄市） 

 今ほどの答弁は、今の現在においての様々なアンケートなどを取った形の結

果ということで、見通しということなんですね。 

 先ほど話したとおり、復興公営住宅の申込みは始まったばかりなので、実際

には本当にいろんな心変わりをして変わってきた人もおいでいると思うので、

そこら辺はこれからもっと正確な数字が出てくると思いますので、そこら辺も

しっかりと取っていただきたいなと思っております。 

 今ほどお聞きした中で、仮設住宅またはみなしの賃貸住宅に入っておいでる

方が、まだはっきりしない人が２７世帯おるということと、それから先ほどお

聞きしました対象外の人が２世帯ぐらいおいでるということなので、少しそこ

ら辺はこれから詰めていかなくてはいけないところだと思いますので、後から

また最後にお話をさせていただきますけれども。 
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 ２点目に、被災の半壊以上でありながらも在宅に今もお住まいになっておい

でる方がおいでます。その方々がどうなっているのかなということをちょっと

心配で、質問をさせてもらいます。 

 半壊以上については応急修理制度がございますので、応急修理の形で進めて

おいでる方は、これは前向きな形で進めていこうというふうな意思があるとい

うことで一応の安心はしておるわけですけれども、現状の認識ということでお

聞きしたいんですけれども、半壊以上で応急修理を終えた世帯は、今言ったと

おり前に進んでいるということでいいんですけど、残り、応急修理にかかって

いない、してないし世帯数は何世帯あるのか。心配なところであります。 

 これらの世帯の中、応急修理も現在していないという中においても、例えば

自宅前の道路が起伏があったり損壊しているため、また、道路の下水管等の復

旧が未定であるがゆえに、応急修理にかかれないという人もおいでます。 

 さらに、そういった人も踏まえた上で、これ以外の状況がある世帯は一体ど

れくらいあるのか。未回答であって、またそういった人たちは手を挙げられな

いような世帯がおられるというふうに思います。これが心配するところなんで

すね。 

 そういったところの把握をどのようにしておられるのか。また、今後そうい

った方々に対してどのような対応をしようと考えているのか、お答え願いたい

と思います。 

 

議長（市濱等） 

 復興推進課長、吉田源一郎君。 

 

復興推進課長（吉田源一郎） 

 それでは、田端議員のご質問に答弁させていただきます。 

 初めに、被災半壊以上の在宅者で応急修理制度を利用していない世帯数につ

いてお答えいたします。応急修理制度を利用されていない被災世帯数は３９７

世帯となっており、このうち準半壊世帯を除く半壊以上の世帯は１０１世帯と

なっております。 

 応急修理制度の申請期限が本年の９月３０日であることから、当町では、４

月２７日付で、先ほど説明しました３９７世帯に対し、応急修理制度の意向調

査を実施しております。６月１日現在での回答状況は、半壊以上の世帯では１

０１世帯のうち１７世帯から回答をいただいておりまして、回答をいただけて

いない世帯が８４世帯となっております。 

 制度を利用できない理由といたしましては、議員のおっしゃられた状況以外

に、依頼した業者がなかなか来てくれない、施工業者を探している、さらに、
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何らかの課題を抱え相談を必要としているとの回答をいただいております。 

 次に、今後の対応についてご説明いたします。 

 まず、本年度より、復興推進課内に設置いたしましたコールセンターからの

架電により、未回答者も含め、制度利用及び再建のサポートを実施しておりま

す。 

 次に、電話や窓口への来庁が困難な方に対しましては、町社会福祉協議会ま

たは職員による訪問支援を実施いたします。 

 また、外部支援機関の特定非営利活動法人ＹＮＦと被災者支援アドバイザー

業務契約を行っており、同行訪問による支援を実施しており、また、住まいの

再建でお困りの方の相談を受けるため、建築士の無料訪問相談を７月に実施す

る予定でございます。 

 このように、外部機関の専門家が現地へ赴き、個々の被災状況に応じたアド

バイスをいただくことで、住まいの確保に対し、きめ細やかに寄り添った支援

を行ってまいりますので、どうぞご理解をお願いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 ５番 田端雄市君。 

 

５番（田端雄市） 

 ありがとうございます。 

 今ほど、仮設入居者または半壊以上の在宅者の方々の把握について説明をい

ただきました。今後の進め方についても丁寧な対応をしていくということで、

コールセンターによる説明、また社協による訪問支援などで展開されていくと

いうふうに聞きましたので、一つそういった方向で進めていかれるんだなとい

うことは分かりました。 

 いずれにしましても、どこまでも支援の手をという姿勢はしっかりと私も受

け止めさせていただきました。 

 今ほどの説明で、仮設住宅においでる方が２７世帯まだ見通しがついていな

い。それから、半壊以上の在宅者についても８４世帯があるということでござ

いますので、そうしますと１００世帯以上の方がまだ現在の段階においてはま

だ、これからいろんな形で進めていくんでしょうけれども、１００世帯以上の

方が見通しがまだついていないという方がおいでるということなので、この進

め方をしっかりとやっていただきたいと思います。 

 私、令和６年の災害が起きて間もなくの時期でしたけど、災害ケースマネジ

メントの方と同行して、建築士さんを連れて訪問をしたことがあります。その

ときに、８０代のお２人の高齢者の方の住まいであったんですけど、どのよう
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にしていったらいいのか分からないということで、それで災害ケースマネジメ

ントを呼ばれて行ってきました。 

 その中で、建築士さんも連れていきましたので、ずっと測りながら、どこが

どうなのかということを全部見てくれました。そういった形の作業をしている

ことは、１時間、２時間ぐらいかかるんですね、はっきり言ったら。その場所

だけで。そして、さらに敷地内にある納屋を見てみたら、納屋の床が亀裂が入

っておったということで、初めてそこも全壊にして出せるよという話も出てき

ました。 

 そんな形の訪問がこれから始まっていくんだろうなと私は思います。それぞ

れの個別な状況、みんなてんでに違うということを考えますと、本当に１件当

たり、今ほど言った１００世帯を超える世帯に対しての取組を始めていくわけ

ですけれども、本当にそういったことをやっていったときに、今の計画で本当

に行けるのかどうか、そこら辺をしっかり見極めて、本当に必要だなというこ

とを考えましたら、そういうふうに判断したときには、しっかりとちゅうちょ

なく補正を組んで、しっかりと取り組んでいただきたいと思います。 

 いずれにしましても、最後の最後まで一人も残さずに、しっかりと次のステ

ージに渡るような住まいの確保をしてあげたい。この思いで、しっかりと取り

組んでいただきたいと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 ２番目の質問に移ります。 

 学校施設をコミュニティの拠点に生かせということとして出させていただき

ました。 

 学校施設には、長年にわたり多大な投資を行ってこられました。体育館、プ

ール、図書室、音楽室などであり、これらは子供たちの教育と成長に貢献をし

てきました。現在、その貴重な資源が子供の少子化により活用効果が低減して

きたと考えます。にもかかわらず、相変わらず教員と子供だけが使う場所とし

て限られていて、地域の共有財産としては十分な活用とはなっていない。 

 近年、災害発生時の防災拠点として見直され、地域住民に対する避難所機能

を付加した設備としての活用の視点がようやく出てきたようであります。例え

ば、施設の耐震化、体育館の空調化による避難所としての環境整備であります。 

 神奈川大学名誉教授、大竹弘和氏は、地域交流デパートメント構想を提言さ

れ、箱物としての学校という資源を地域に開放し、学校を単なる遊びの場にと

どめず、地域のあらゆる世代が集う拠点へと再設計する発想を打ち出されてお

ります。 

 大竹教授は、ヨーロッパの学校を視察した際、放課後は学校を拠点とした地

域クラブに子供や大人が自然に集い、スポーツや学びを共に謳歌していたと語

り、翻って、日本では放課後は学校を閉鎖し、子供は児童館や図書館をはじめ
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スポーツクラブや学習塾などへ分散してしまい、多世代交流の機会はありませ

ん。こうした現状からの提案でありました。 

 東日本大震災の地、石巻市において、地域コミュニティの再生、維持等ソフ

ト面の復興は、１５年たった今なお道半ばであります。現在の能登各地の現状

を見ていくと、様々たくさんのボランティアやＮＰＯの方々の心のケアなど、

主にソフト面での生活支援がよく見られ、報道もされております。 

 民間ボランティアやＮＰＯの方々に、地域交流デパートメント構想の学校施

設運営を委託したらどうかと考えます。すなわち活動拠点として提供すること

です。運営の委託といっても常設ではなく、一時的、例えば１週間に１回、月

に一度という開催単位であろうと考えます。イメージ的には、今開催されてい

るこども食堂や高齢者サロンのことを考えていただければと思います。 

 先般、私の地域でも、こども食堂の開設という話がありました。また、高齢

者サロンとして、オレンジカフェもオープンしたようであります。しかし、な

かなか場所、活動拠点に困っている。こうした取組が学校内の施設にあれば、

お年寄りが子供を見守り、子供が地域の大人から多様な生き方を教わる多世代

交流が日常となります。施設の詳細な管理運営は、今後の検討課題となります

が、地域の多世代交流やコミュニティの再啓発となっていくものと考えます。 

 現在の学校関係施設の遊休施設や活用可能な教室等を点検、確認され、利活

用で可能であれば、多世代交流コミュニティの場の創出として、民間ボランテ

ィアやＮＰＯ関係者等を公募、開放する取組を実施されることを要望するもの

であります。 

 教育長の見解を求めます。 

 

議長（市濱等） 

 教育委員会事務局長、浜本悟君。 

 

教育委員会事務局長（浜本悟） 

 田端議員のご質問に、私からお答えさせていただきます。 

 大竹教授の地域交流デパートメント構想についてのご提案のご質問かと思い

ますが、学校として利用している施設での常時の活動拠点としては、現状では

難しいと考えております。 

 しかしながら、現在も申出があれば、体育館を中心に各種団体などに開放し、

利用できるようにしております。具体的な利用実績としては、こども園の運動

会や地域の個人、団体、スポーツ、文化などの団体、子育て支援団体などのボ

ランティア団体などによる実績があります。 

 このように柔軟に学校については開放しておりますので、ご理解のほどお願
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いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 ５番 田端雄市君。 

 

５番（田端雄市） 

 この質問は教育長に答弁をしてもらいたかったんですね、本当はね。職員の

答弁と教育長の政治家の答弁では私は違うと思うので、しっかりと本当はして

もらいたいなと思っておりました。 

 能登町のこどもの居場所づくり支援事業というのは、ふるさと振興課でした

かね。当初予算で出ておりました。そういうこととのリンクも考えて、要望に

応えていただきたいなと思いますし、また改めて、津幡町では、公民館を地域

コミュニティの場として発展させて取り組んでいくということも今回の６月議

会で津幡町は発表されておりました。 

 私は、もっとそういった形では、本当に学校の施設、いろんな制約があると

思いますけれども、その中でも、なおかつ地域との交流の場として、もっと発

展的に考えて、地域づくりの中で取り組んでいくような形の考え方をしてもら

いたいなと、こんなように思っております。 

 どうか答弁はもういいですけど、そういう形で考えて、前向きにどうか取り

組んでいただきたいと思います。 

 それでは、３点目のほうに参りたいと思います。 

 ３点目は、補正予算の活用で町の産業を浮上させる適切な支援を求めるとい

うことで出させていただきました。 

 町は今年度当初予算において、国の物価高騰に対する重点支援地方交付金を

使い、様々な手当てをしていただきました。例えば、生活者支援として、ひま

わりカードのポイント給付事業が実施されましたが、今現在、町民に高い評価

をいただいているところであります。 

 今、高市政権は迷走しております。自らがこの食料品の消費税ゼロは悲願だ

と言いながら、今もってゼロ％とか１％とか言いながら全く決めかねている。 

 また、さらに今打ち出してきた補正予算、まさに今回のテーマでありますけ

れども、この補正予算がようやく６月５日に成立いたしましたけれども、この

９７％は予備費になっております。僅か１，０００億円が重点支援地方交付金

になっているという状態であります。 

 そういった政権の下で、町長はどのようにして町民を守っていこうとしてい

るのかということを、初め私はこれをテーマにしようかなと思いましたけど、

あんまりテーマが広いのでやめまして、今回の今から言う質問をしていきます
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けれども、今言ったとおり、この重点支援地方交付金は、まさに１，０００億

円という僅かな金額で自治体に落ちてきます。そうしますと、本当にこれを厳

密に町民のために何に使ったらいいのかということをよくよく考えないと、意

味のないただの交付金になってしまう。ここをしっかりと検討していただきた

いと思って、私の要望として、今からお話をさせていただきます。 

 今のご案内のとおりのイラン戦争がもたらしている原油等に関わる製品の供

給が滞り始め、価格の高騰など様々な事業所に影響が出始めています。当町に

は、資金繰りなど緊急性の高い案件などはないにしても、中央経済の影響は必

至であり、その対応も視野に入れていかなくてはならないと考えます。 

 今、影響が出ているのは、小さな企業、弱い立場の方々であります。また、

６月からは１，０００品目以上の食料品が値上がりすると聞いています。物価

高の傾向が続いていますが、給料の伸びは追いついていない。ここにしっかり

注視し、事業所支援に取り組むべきであると訴えるものであります。 

 事業所支援として、１点目は、事業所の賃金の引上げに対する支援でありま

す。 

 私が今、最も心配しているのは、近年続いている賃上げのトレンド、傾向で

あります。働く労働者にはありがたい話でありますけれども、内部留保の少な

い当町の小規模事業所では、そのやりくりが実に厳しいものになっているはず

であります。２６年度の中小企業の賃金引上げは４.２９％との報道がありまし

た。当町の事業所は、それに倣って、ついていかれているのかどうかというこ

とであります。 

 ここで、私の賃金引上げに対する見解を述べてみたいと思います。 

 先ほどの震災後の東北の人口は、１９％の減少となったそうであります。我

が町にも、今後の人口変動を考慮すると、地域の持続可能性を高めるべく、若

い世代を呼び込むことが求められるけれども、そのためには、まず地域にしっ

かりと産業が根づいていなければなりません。現状の町の産業を守り切ること

であります。その支援が必要なんだと思います。 

 全国的な賃金引上げの流れに乗り遅れることは、ますます都市部との地域間

格差が広がり、到底、若者を呼び込み、呼び戻すことはできません。 

 賃上げは、単なる賃金の引上げでなく、人への投資であり、人材を定着させ

ていくことが本来の狙いでなくてはならないと思います。また、適切な賃金引

上げがなければ、人手不足も解消できない。 

 今、賃金を上げるという決断は、その対象である人間の価値を高く評価して

いるという認識に結びつくはずであると思うのであります。 

 そうした労使関係が良好な企業は、業績も伸びております。課題の賃金引上

げは、労働環境の改善につながり、さらには地域産業の強化になる。私が訴え
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る賃金引上げには、こうした多角的な視点での判断があると知っていただきた

いのであります。 

 町は、現下の事業所の窮状に、いかにして支援の手を差し伸べるかが問われ

ている、そういう時代ではないのかと訴えたい。賃金引上げの事業支援、適切

な経済的支援をし、好循環の経済環境の醸成に町がしっかりと目を向けている

ということが、今、大事なのではないでしょうか。 

 全国の自治体には、事業所の賃上げに呼応した助成の支援を実施していると

ころがあると承知しておりますので、確認の上、いち早い支援を求めるもので

あります。 

 ２点目は、医療、介護等の従事者であるエッセンシャルワーカーへの支援で

あります。 

 いわゆる一般事業所と違い、医療、介護等は、国の法定価格により運営され、

事業所自身の安直な給料の引上げはできません。もちろん価格転嫁もできない

業種であります。 

 しかしながら、人を対象とするサービスについて常に言われていることであ

りますけれども、労務に換算されない、いわゆる目立たないシャドーワークが

多くあり、それゆえに労務の評価がされず、この業界が敬遠されていることも

よく知られているところであります。 

 質問作成の過程で、６月１日に介護報酬の処遇改善の改定が随時として行わ

れたとの報道を知り、介護従事者等に今すぐ手を打たなければとの政府の強い

意思の表れと考えます。次の処遇改善の賃金改定は令和９年度でありますけれ

ども、課題として問われるのは、介護従事者の賃金は、改定が実施されても他

産業との賃金格差が埋まらず、人材の流出が続いているところであります。 

 近年、様々な業界において働き方改革が叫ばれておりますが、問題の本質は、

介護に携わる方々が専門職や使命職としての喜びや誇りをどのように実感して

いただくかということだと思います。適切な評価がなされていないのではない

かと考えます。 

 さきに述べた一般事業所の賃上げとともに、平時からの労をねぎらうことが

大きな励ましになるものと確信するものです。何らかの形での支援を検討、実

施されることを要望するものであります。 

 この２点について、町長の答弁を求めます。 

 

議長（市濱等） 

 町長、吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 
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 議員ご指摘のとおり、事業者において経営コストの上昇分を価格転嫁してい

く上では、しにくい状況であります。従業員の賃上げが大きな経営課題となっ

ていることや、人材確保や地域経済の循環という観点からも、賃上げの好循環

を創出することは喫緊の課題であると認識しております。 

 前回の定例会以降も、賃上げに関する省庁やほかの自治体の動向を参考に検

討を重ねてまいりましたが、現在は県に開設していただいております賃上げ事

業者センターや国の事業改善助成金などをご案内しており、持続的に事業者が

賃上げを行える経営基盤の強化をサポートしております。 

 次に、介護や障害関係事業所への支援につきましては、今年の１月に、物価

高騰対策支援事業として、サービス種別ごとに単価を設定した交付金を実施し

ております。また、従事者への支援といたしまして、介護分野における人材確

保、定着を目的とした介護人材確保事業を実施しており、介護事業所への新規

採用や再就職者への給付金、介護支援専門員への処遇改善としての交付金など、

町独自の施策で他市町と比べても手厚い支援を行っており、多くの事業所に活

用をいただいているところでございます。 

 ご質問のエッセンシャルワーカーへの支援につきましては、国の交付金や制

度との整合性、また他職種との均衡なども含め、慎重な検討が必要であり、ま

ずは現在実施している事業を周知徹底し、必要な支援も検討しながら、現場の

皆様が活用しやすい環境づくりに努めてまいります。 

 

議長（市濱等） 

 ５番 田端雄市君。 

 

５番（田端雄市） 

 一般事業所の賃上げについては、県のほうもあるんですけれども、県の賃上

げの仕組みは、設備投資とともに賃上げをしたときにするというような形にな

っています。なかなか今のなりわい再建の助成金を使いながら、自分の手持ち

を使って、さらにこれから賃上げもしなくてはいけないという状況にはないん

ですよね。 

 そこの認識をしっかり持っていただかないと、県でもやっているからいいん

だと。そんなざっぱな考えではない。しっかりともっと目を開いて見ていただ

きたいと思います。 

 介護事業所については、前から、そういうケアマネジャーさんの特別な支援

としてあるというのは聞いております。また、今年の重点支援の交付金につい

ても、施設には行きましたけれども、それは施設に止まっているんじゃないか、

本人さんのところまで行っているのかどうかということが問題だと思います。
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しっかりと本人さんを支援しなくては。事業所支援じゃない。介護事業所につ

いては。 

 しっかりと一人一人の介護の従事者をすくい上げていただきたい。その思い

での質問なので、そこをもう少し考えて見ていただかないと今回の支援にはつ

ながらない。ましてや先ほど言ったとおり、今の交付金が来たところで本当に

僅かな金額です。とてもじゃないけど、町民の全部の支援をできるような金額

ではない。 

 そういうことを考えると、本当にどこに困っている人がいるのか、それを草

を分けてでも探して支援するのが町の役目だと、私はそう思いますので、しっ

かりそこは取り組んでいただきたいと思います。 

 ９月の補正になるか分かりませんけれども、本当にそうした中で、先ほど、

それが町の若い人を残す大きな大きな流れになってくると思えば、そこら辺は、

私は交付金を使うということももちろんですけれども、本当に町独自のお金を

使ってでも、そういった手を打つことが今大事なのではないか。 

 私はそう思いますので、そこをしっかりと要望しまして、私の質問を終わり

ます。 

 

議長（市濱等） 

 以上で、５番 田端雄市君の一般質問を終わります。 

 それでは次に、６番 金七祐太郎君。 

 

６番（金七祐太郎） 

 それでは、議長のお許しが出ましたので、あと今日は本日１０人、あと４人

の方が残っておりますので、通告に従い、早速一般質問を行いたいと思います。 

 私は今日は１点、能登駅伝の復活を願って一般質問をしたいと思います。 

 令和６年９月、石川県議会の一般質問で、清水真一路県議が能登駅伝復活を

提案したところ、馳前知事を筆頭に多くの人たちの賛同を得ることができたと

思っております。そして、日本陸上競技連盟など競技団体のほか、七尾以北の

能登市町の担当者でワーキンググループを発足させ、具体的なコースや開催時

期について検討したと聞いております。 

 ここで、能登駅伝とは、大分昔のことなので知らない方も多いかと思います

が、少し紹介したいと思います。 

 昭和４３年から昭和５３年まで、計１０回開催されました。昭和４３年、１

９６８年、能登半島が国定公園に指定されたことを記念し、大規模スポーツイ

ベントとして能登駅伝が企画されました。 

 私も生まれていましたけど、当時、能登半島は秘境、陸の孤島と呼ばれなが
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ら、国定公園の指定による観光ＰＲで注目が高まった能登ブームがあったかな

と思っております。 

 それに観光協会や各自治体が地域活性化を模索していたときに、読売新聞社

が駅伝大会を提案し、実現し、正式名称は、全日本大学選抜能登半島一周駅伝

競走大会という長い名前でした。 

 コースは、能登半島を一周する全長３００キロ超え。大会によっては若干変

動があるんですが、大体３４０キロ前後だと聞いております。その３４０キロ

を３日間で一周するため、各日１００キロ、選手が１人連日走ることも認めら

れており、日本一過酷と呼ばれたそうです。 

 また地形も変化に富み、たしか冬場でしたよね。冬場の北陸特有の風雪が選

手を苦しめたといったこともあったそうです。 

 参加チームは、関東の有力大学に加え、地方学連からの選抜チーム等も参加

し、例年１０から１２チーム前後が参戦し、総勢１００から１５０名の学生ラ

ンナーが能登を駆け抜けたそうです。 

 当時は、箱根駅伝が主に関東学連の大会であったのに対し、能登駅伝は本当

に全国規模で、学校の参加校から見ればそういうことであったと。その後に、

１９６９年に全日本大学駅伝、伊勢駅伝がスタートし、箱根、伊勢、能登が三

大駅伝として並び称されました。 

 その後、読売新聞社は箱根駅伝の全国中継に力を注ぐ方針となり、能登駅伝

の扱いが縮小。テレビ中継がなかったことや、新聞記事中心の露出であったこ

とで、全国的に知名度が限定的であり、ローカル開催のため広告の収入も伸び

悩み、大会としてメディア露出、資金繰りとも悪化し、第１０回大会を最後に

開催されなくなりました。 

 私も小さい頃、読売新聞の小旗を持って、道へ出て応援した記憶があります。 

 能登駅伝の復活に対しては、６月の県議会でも清水真一路氏が再度取り上げ

られ、県の答えもある程度出たわけではありますが、やっぱり地元の意識をも

っと高めるためにも一般質問しますので、町長、よろしくお願いします。 

 地震や豪雨の二重災害で、被災した道路などのインフラの復旧や宿泊施設の

復旧など、開催するにはあらかじめ準備をしなければならないと思います。も

し本当にこれが実現すれば、今の能登、世界農業遺産の能登の里山里海を参加

者や大会を見にくる交流人口も、また報道を通じて世界中の人たちに発信でき

るものと確信しております。 

 本町として、能登町として、人口の流出が著しい能登の市町の首長と連携し、

もっともっと県に能登駅伝の復活を自治体のほうから要望してはどうかと思っ

ておりますが、町長に意気込みをお聞きします。 
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議長（市濱等） 

 町長、吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 能登駅伝については、議員がおっしゃるとおり、実現されれば能登の復興や

ＰＲの大きな機会になると考えております。現在、石川県において開催に向け

た基本構想案を検討しており、町も令和７年度より県とのワーキンググループ

に参加しております。志賀町をスタートし、能登半島の海岸沿いに回り、能登

町も通り、七尾市をゴールとしたコースが想定されていると伺っております。 

 また、県知事は、６月の県議会において開催に意欲を示しておられました。 

 当町としましても、実現に向けて協力をしてまいりたいと考えております。 

 

議長（市濱等） 

 ６番 金七祐太郎君。 

 

６番（金七祐太郎） 

 できれば開催、関係ある自治体が足並みをそろえて、もう一度、自治体も各

町も市も、やる気があるんだよというのを吉田町長が率先してやられればなと

いうふうに願っております。 

 当然、道路状況とか宿泊施設等を考えると、今すぐにというのは当然無理だ

と分かっております。しかしながら、これが実現すると、本当に被災された私

たち能登の住民の背中をスポーツの力で押すことができると私は思っておりま

す。 

 また、本町の宿泊施設や生業の再建などにも勢いをつけるために、また、全

ての復興の後押しになり得ると思っております。 

 これが実現すれば、能登の本当の創造的復興に資するものと私は考えており

ますが、改めて、町長もスポーツマンだと私は思っております。スポーツの力

で能登の復興を、もう一度答弁をお願いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 町長、吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 先ほど金七議員から説明がありましたとおり、能登駅伝につきましては、大

変過酷なレースであったと思います。実際に復活するのであれば、そのままの

距離を３日間かけてやるのはなかなか難しいかなというふうにも思いますし、
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いろいろな大会が今現在ある中、参加していただく大学生のスケジュール等と

いうところも考える必要があるかなというふうに思っております。 

 能登駅伝は、早くとも２０２９年３月以降になる見通しとのことでありまし

たが、選手が懸命にたすきをつないでいく姿は、必ず感動を呼び、住民に能登

の再建の希望を与えることになると考えております。まさにそれがスポーツの

力だと私は思っております。 

 また、山野知事におきましても、毎年金沢市で開催してきたいしかわっ子駅

伝をいしかわっ子能登駅伝に改め、秋に七尾市内で開催する方針も示し、地元

の機運も高めていきたいとのことであります。 

 能登駅伝は、能登が一つとなるビッグプロジェクトであり、創造的復興を成

す起爆剤になるというふうに思っております。 

 第２３回サッカーワールドカップが開催されておりますけれども、今朝、日

本対オランダの試合が放送されていました。結果は２対２の同点で引き分け。

強豪国相手で、すばらしい試合を行ったと思っております。早朝の放送であり

ましたけれども、御覧になられた方はたくさんおられたのじゃないかなという

ふうに思っております。 

 このように、スポーツは実際にやって楽しむこと、そして見て楽しむことも

できます。このようにスポーツの力を生かした創造的復興を進めてまいりたい

と考えておりますので、今後も引き続き、議員の皆様方にはご理解とご協力を

いただきたいと思います。 

 

議長（市濱等） 

 ６番 金七祐太郎君。 

 

６番（金七祐太郎） 

 吉田町長には、私も２０年近くスポーツ、特にスポーツ少年団として一緒に

関わってきたこともあり、スポーツに大変理解や強い思いがあると私は思って

おります。 

 この能登駅伝をきっかけに、全国、また全世界から多くの大学や学生に能登

にお越しいただき、駅伝を通して競い合った強烈な記憶と、年々変わる復興の

風景、そして能登の人々との触れを経て、実際に走った人、応援に来た人、見

に来た人、携わった全ての人の記憶が残るすばらしい駅伝になると確信してお

ります。 

 どうか今後も能登駅伝はもとより、スポーツ行政に力を入れていただき、ス

ポーツの力で創造的復興をお願いし、私の一般質問を終わります。 
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議長（市濱等） 

 以上で、６番 金七祐太郎君の一般質問を終わります。 

 

休   憩 

 

議長（市濱等） 

 ここでしばらく休憩いたします。 

 会議は２時５分、再開いたします。（午後１時５３分） 

 

再   開 

 

議長（市濱等） 

 それでは、少々時間が早いですが、会議を再開したいと思います。（午後２時

０４分再開） 

 それでは次に、１１番 河田信彰君。 

 

１１番（河田信彰） 

 今年初めて一般質問をさせていただきます。幾つか提案をさせていただきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 初めに、震災後、町の復旧・復興に向け、ご尽力、ご支援いただいておりま

す皆様方に改めて感謝と御礼を申し上げるとともに、今後も復旧が加速し、新

たな復興の町へと進化していくことを願い、私の好きな言葉を紹介させていた

だきます。 

 この言葉は、令和３年の６月議会の場でも紹介させていただきましたが、古

くは芭蕉の言葉に由来する「不易と流行」という言葉です。改めて言うまでも

ありませんが、いつの世であっても変わることのない中にも、その時代時代で

新しいものを取り入れていくということであります。 

 これまでの事業や施策を引き続き継続していく一方で、そのときそのときの

大切にすべき物事を的確に判断をし、時には思い切った事業を展開していかな

ければなりません。時に失敗や批判をされることもあるかもしれませんが、単

によいとか悪いとかではなく、町民のために、町のために必要だと判断したと

きは、ちゅうちょなく実行していくべきと考えます。 

 引き続き、吉田町長には能登町のかじ取りをしっかりとお願いいたしまして、

質問に移らせていただきます。 

 １つ目は、町の観光振興と震災からの復興加速の観点から質問いたします。 

 演歌歌手、石川さゆりさんの代表曲「津軽海峡冬景色」は、歌詞の中に、本
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当は歌いたいんですが、「御覧あれが龍飛岬、北のはずれ」と歌われるなど、龍

飛岬を全国に知らしめた曲として広く親しまれております。 

 実際に青森県龍飛岬には、歌のひと節が刻まれ、ボタンを押すと楽曲が流れ

る歌謡碑、モニュメントが設置され、多くの観光客を引きつける観光資源とな

っています。 

 本町においても、能登半島地震からの復興に当たり、町を核としたにぎわい

づくりや観光振興が重要とされています。県の半島振興計画においても、宇出

津港の大屋根広場などを活用したにぎわい創出が掲げられており、宇出津港及

び宇出津新港周辺を町民と観光客が交流する拠点として位置づけしていくこと

が求められています。 

 そこで、提案です。龍飛岬にあるような歌が流れるモニュメントを参考に、

能登町復興応援特命大使である石川さゆりさんの代表曲「能登半島」が流れる

モニュメントを宇出津新港に、大屋根広場の前の宇出津港には「弥栄ヤッサイ」

の歌が流れるモニュメントを設置し、宇出津港湾エリアを回遊できる観光ルー

トの一環として位置づけしてはどうでしょうか。 

 このモニュメントは、次のような効果が期待できると考えます。１つは、歌

の世界観と港の風景を重ね合わせることで、能登の海の魅力を印象的に体験し

てもらえること。２つ目に、港を訪れた観光客の滞在時間を延ばし、周辺施設

や商店の利用促進につながること。３つ目に、宇出津新港にはホテル誘致の用

地もあり、宿泊客の観光スポットになり得ること。そして、復興へ向かう能登

の姿を全国発信する象徴的なスポットとなり得ることなどです。 

 もちろん著作権や肖像権の扱い、設置場所の安全性、維持管理費用、近隣住

民への音量配慮など、事前に検討すべき課題はありますが、工夫次第で実現可

能な構想だと考えております。 

 以上を踏まえまして、現時点で何か宇出津港湾エリアにおける観光客誘致と

にぎわい創出を図る具体的な計画があれば、お示ししていただきたいと思いま

す。 

 また、私が提案した音楽を活用したモニュメントの整備や仕掛けづくりによ

る観光客誘致とにぎわい創出を図る構想について、今後検討するお考えはある

のか、町の見解をお聞かせください。 

 

議長（市濱等） 

 ふるさと振興課長、石﨑宏子さん。 

 

ふるさと振興課長（石﨑宏子） 

 それでは私のほうからは、宇出津港湾エリアにおける観光客誘致とにぎわい
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創出を図る具体的な計画はあるかということについて、お答えさせていただき

たいと思います。 

 宇出津港湾エリアにおける観光客誘致とにぎわい創出を図る計画は、現在、

具体的にはございません。 

 しかし、大屋根広場を活用して各種イベント等を開催しております。大屋根

広場を含む宇出津港湾エリアは、町全体のにぎわいを創出する上で欠かせない

エリアだと考えており、令和１０年度に改定予定の能登町観光マスタープラン

には、宇出津港湾エリアにおけるにぎわい創出計画等を盛り込みたいと思って

おりますので、ご理解願います。 

 

議長（市濱等） 

 町長、吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 私のほうからは、歌が流れるモニュメントについて、お答えさせていただき

たいと思います。 

 青森県外ヶ浜町の龍飛崎にあります石川さゆりさんの歌のモニュメントや、

福井県美浜町の三方五湖付近に設置されています五木ひろしさんのモニュメン

トは、観光客が訪れれば、ほとんどの方がボタンを押すようで、いずれも好評

を博しているとお聞きしております。 

 石川さゆりさんにおかれましては、誰もが知る名曲「能登半島」に加え、昨

年、宇出津あばれ祭の掛け声で盛り上がる「弥栄ヤッサイ」を発表されたとこ

ろですので、議員のご提案が実現できれば、新たな観光ルートを生み出す一つ

となり得るものと思っております。 

 そこに至るまでには、何より石川さゆりさんご本人のご意向が尊重されるも

のと思われますし、ほかにもクリアすべき課題もあると思われますので、折の

よいときに石川さゆりさんにご相談をさせていただきたいというふうに思って

おります。 

 ぜひ新港もしくは大屋根広場、２か所の提案がありましたけれども、２か所

になるかどうか分かりませんけど、１か所はつくりたいなというふうに考えて

おります。 

 

議長（市濱等） 

 河田信彰君。 

 

１１番（河田信彰） 
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 町長、１か所はつくりたいということで、できたら、せっかく能登半島の能

登に、ここ能登半島なんで、能登半島、そして先ほども言われましたが宇出津

を題材とする歌がある「弥栄ヤッサイ」、これは本当に２個、何とか、町長、お

願いをして、石川さゆりさんにお願いしていただけないかなと。 

 新港に道の駅も一緒につくって、そこに能登半島とか、屋台村をつくったり

して、昼ご飯、それに夜のご飯、にぎわい創出のために。ホテルが来たら、い

や、これはすごいにぎわうなと私は勝手に思っておりますので、またそこもご

検討していただきたいと思います。 

 もしこのような構想が実現をすれば、復興の新たな柱になると考えますし、

石川さゆりさんの曲を活用することで、歌の舞台と能登の港を結ぶストーリー

性がある観光資源となると思います。本当に町長は前向きですが、本当につく

っていただくようにしていただいて、次の質問に移りたいと思います。 

 次に、オンライン診療についてお聞きします。 

 近年、全国では、オンライン診療は急速に普及しております。新型コロナウ

イルス感染症の拡大を機に、初診からのオンライン診療も可能となるなど、規

制緩和も進みました。 

 本町においても、検索によれば３つの民間の医療機関がオンライン診療施設

として登録されています。 

 そこで、まずお伺いします。町として、現在、町内におけるオンライン診療

の利用状況などをどの程度把握されているのか。また、利用者が伸び悩んでい

る場合は、その要因についてどのように分析されているか、答弁をお願いいた

します。 

 

議長（市濱等） 

 宇出津総合病院事務局長、西谷幸一君。 

 

宇出津総合病院事務局長（西谷幸一） 

 河田議員のご質問にお答えいたします。 

 利用状況につきましては、県が昨年度に実施した調査により把握しておりま

す。令和６年７月から令和７年９月までの町内における利用実績は５９６件で

あり、その内訳は、施設利用が５６４件、個人宅での利用が３２件でありまし

た。 

 近隣市町では、珠洲市はゼロ件、輪島市は２５件、穴水町は４８件の利用実

績となっております。 

 個人宅での利用が伸び悩んでいる要因につきましては、本町では、デマンド

タクシーの全域展開により通院の利便性が確保されていることが一因として挙
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げられます。 

 加えて、医療機関側としては、個人宅でのオンライン診療は、機器の設置や

患者のバイタル測定など事前準備に相応のコストを要する一方、それに対する

診療報酬が比較的安価に設定されているという構造的な課題があり、これらが

主な要因となっているものと考えております。 

 

議長（市濱等） 

 河田信彰君。 

 

１１番（河田信彰） 

 ここ数年での増減や推移もちょっと分からないんですけど、私の知っている

医院では、オンライン診療の診療は極めて少ないと聞いております。 

 その要因には、サービスの周知不足、ＩＴ機器の操作への不安、通信環境の

未整備などが考えられます。 

 現在、本町では、瑞穂公民館において宇出津病院の医師を派遣する診療体制

を構築されています。この取組を参考に、医療施設のない地域の公民館や、例

えば仮設住宅の集会所をオンライン診療の拠点として開放できないかという話

です。 

 素人考えなので、町がＰＣカメラや通信環境を整備して、操作補助のための

職員を派遣することで、遠隔地や体が不自由な方でも安心してオンライン診療

を受けられる環境が整うかと思われます。このサービスの実現の可能性につい

て、お伺いします。 

 

議長（市濱等） 

 町長、吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 現在、本町で進められているオンライン診療におきましては、患者本人が機

器を操作せず、原則として医療機関側から個人宅へ看護師を派遣する、あるい

は施設等の看護師が機器の設置や操作を行う体制を取っております。 

 今後、宇出津病院において体制が整備される場合も、同様の形態が想定され

ております。 

 議員御提案の公民館や仮設住宅の集会所をオンライン診療の拠点として活用

するという点につきましては、物理的なスペースの確保は可能であるものの、

医療情報というプライバシーの保護が大きな課題となります。具体的には、待

合スペースと診察スペースを分けるための個室化や、情報管理の徹底といった
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運用面での厳格な方策が求められます。 

 このサービスの実現性を検証するためには、医療機関との協議をはじめ、診

療報酬や保険適用の要件確認、プライバシーの保護に関するガイドラインの策

定、さらには操作補助等を行う職員の配置体制の構築など、多岐にわたる課題

をクリアする必要がございます。 

 拠点型オンライン診療の可能性も含め、先進地の事例や国、県の動向を注視

しながら、引き続き効果的な医療提供体制の在り方について検討を重ねてまい

ります。 

 

議長（市濱等） 

 河田信彰君。 

 

１１番（河田信彰） 

 問題があることは分かりました。 

 ただ、宇出津病院だけではなく、民間の医療機関とも協力していかなければ

ならないと思います。 

 運用に当たっては、町内の医療機関のご負担を考慮し、必要に応じて町外の

医療機関からも医師を募集するなど、柔軟な体制も検討すべきと考えます。 

 また、オンライン診療は、処方までが一気通貫で行われてこそ真の利便性が

発揮されます。緊急対応や検査が必要な際の提携医療機関への導線設計、さら

には薬局と連携し服薬指導後に自宅へ薬が配送される仕組みなど、包括的なサ

ービスの構築が必要だと考えます。 

 このような安心と満足を届ける地域医療の新たな選択肢について、町として

どのように取り組んでいくか、見解をお伺いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 町長、吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 議員ご指摘のとおり、オンライン診療の利便性を最大限に発揮するためには、

処方までが一体的に行われることや、緊急時の導線が確保されていることが重

要であると認識しております。 

 まず、医師の確保や運営体制についてでありますが、宇出津病院をはじめと

する町内の医療機関は、それぞれの独立した経営判断の下で地域医療に貢献い

ただいており、対等な協力関係にあります。医師確保における費用面や診療報

酬とのバランスといった構造的な課題については、各医療機関が主体的に判断
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されるべきものと考えております。 

 町といたしましては、町外医療機関との広域連携など柔軟な体制構築に向け

た各医療機関の主体的な取組を尊重し、必要に応じて情報共有などの面で側面

的な支援に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、薬局との連携や包括的なサービス構築についてですが、院外薬局の皆

様におかれましても、それぞれの会社方針や経営判断に基づき、競争を通じた

切磋琢磨の中で、よりよいサービスを展開されるものと期待しております。 

 ご提案の一気通貫型の仕組みや配送体制につきましては、既存の医療機関や

薬局の皆様がそれぞれの経営基盤や負担を考慮した上で判断されることが基本

となります。関係機関における協議や具体的な取組が進むよう、必要に応じた

サポートを行ってまいりたいと考えております。 

 

議長（市濱等） 

 河田信彰君。 

 

１１番（河田信彰） 

 頑張っていただきたいと思います。 

 現在、石川県が進めている奥能登新病院の構想は、町民にとっては関心が高

く、医療機能の強化に向けて、町としても意見や要望を訴えていかなければな

らないと思います。 

 一方で、風邪や軽度な症状、精神的な不調など日常的な診療は、住民の大切

な健康管理でもあります。将来を見据えた中、中長期的な計画、復興的な考え

は当然必要ではありますが、今日を生きる、明日を生きるために必要な施策に

積極的に取り組んでいただきたいと思います。 

 今日がなければ未来はありません。最後になりますが、来月、今年も無事あ

ばれ祭が開催されます。あばれ祭の語源は、昔、宇出津の一帯に疫病がはやっ

たときに、京都の祇園社から牛頭天皇を勧請してきて盛大な祭りをしたところ、

神霊と化したアオバチが悪疫病者を救い、悪疫は絶滅したと言われております。 

 この疫病を震災に例えるなら、新たな取組や視点を変え事業を実施していく

ことで、町に活気を取り戻し、いずれはそれがスタンダードで持続可能な施策

につながっていくと考えます。 

 町の取組が、効果が様々な分野の産業に波及していくことをご期待して、私

の質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

 

議長（市濱等） 
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 以上で、１１番 河田信彰君の一般質問を終わります。 

 それでは次に、２番 小浦肇君。 

 

２番（小浦肇） 

 それでは、２番、小浦肇です。 

 本日も、ちょっと後ろを向けませんけど、傍聴席、また有線中継を御覧の町

民の皆様、いつもありがとうございます。 

 ６月に入り暑い日が続いておりまして、近年は、この時期から大雨による災

害リスクも高まってきていると思います。町民の皆様においては、安心・安全

な暮らしを守ることが重要であり、また、私もこの重要性を肌で感じていると

ころであります。 

 特に昨年、宇出津地区、松波、それから小木地区で冠水した地区の方々は、

土のうなど冠水対策の準備に取りかかっていただければなというふうに考えて

おります。 

 今回は、町からＤＸ推進計画の３か年計画の期間が終了したと。そして新た

な方針が提示されたこと。それからクロスポートの再建ということで、町の未

来をつくる施設の新建築に関わる進捗状況を主に確認させていただきたいと思

います。 

 執行部においては、丁寧なご回答、ご答弁をよろしくお願いいたします。 

 それでは、まず１つ目ですけれども、ＤＸ推進の取組状況についてお伺いい

たします。 

 まず１番目ですけど、計画では、情報システムの標準化、共通化を図るとい

う計画がありまして、令和６年９月議会において、令和６年７月末時点で進捗

率は５１.１％であり、現在はデータ移行に向けた標準化を進めていると。今後

は、現行システムのデータを標準化システムへ移行する準備を行うというよう

な回答をいただきました。 

 また、令和７年度末までに戸籍や住民基本台帳など２０業務について全国標

準システムへ移行し、システム費用の削減や行政手続の円滑を図ると答弁をい

ただきました。 

 そこで、各業務、各テーマの進捗状況、そして、その結果、現在発生してい

る課題、それから、システム改良などＤＸを導入した後の効果、そして評価な

どをお伺いしたいと思います。 

 答弁をよろしくお願いします。 

 

議長（市濱等） 

 総務課長、山下栄治君。 
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総務課長（山下栄治） 

 それでは、答弁させていただきます。 

 情報システムの標準化、共通化につきまして、進捗状況並びに導入後の評価

等についてご報告いたします。 

 まず、進捗状況につきましては、令和７年度末での移行完了を目指し、取り

組んでまいりました結果、本年、令和８年３月９日をもちまして、戸籍や住民

基本台帳を含む全２０業務の全国標準システムへの移行を完了いたしました。

これによりまして、標準化対応における達成率は１００％となっております。 

 また、課題につきましては、システムユーザーインターフェースが変更とな

ったことから、操作方法にまだ慣れていないことがございます。その点が課題

かなというふうに考えております。 

 そして、導入後、まだ時間がたっておりませんので、その効果等について評

価するには至っておりません。 

 よろしくお願いします。 

 

議長（市濱等） 

 小浦肇君。 

 

２番（小浦肇） 

 システムの導入ですね。２０業務、全部移行したということで、多分仕事の

仕方も変わってくると思うので、まだ習熟できてないと。末で終わっていると

したら、４、５、６、３か月。そろそろ慣れてくるかなとは思いますけれども。 

 評価にまだ至ってないということなので、今後継続してシステム、２０業務

をＤＸに入れた効果をしっかり確認していただいて、省人化ができたのかでき

てないのかという、コストという視点からも、また継続して見ていただくこと

をここで要望しておきます。 

 そのうち、効果はいかがでしたでしょうかと来年あたり聞く可能性もあるの

で、そのようにお伝えしておきます。 

 それでは２番目、いきます。 

 テレワーク及びモバイル端末導入の進捗と効果について確認させていただき

ます。 

 これも令和６年９月議会では、外出先でも業務遂行の可能となるモバイル端

末の整備を検討するとの答弁でありました。 

 その後のモバイル端末機の導入あるいはかけての検討状況、または外出先で

の業務状況ですね。実際に使われているのか使われていないのか、合わせて導
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入した結果、業務効率が上がったのか、要は仕事のスピードが上がったのかな

どの改善効果があったのか、お伺いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 総務課長、山下栄治君。 

 

総務課長（山下栄治） 

 さらなるモバイル活用に向けた進捗でありますが、庁舎外からも、より安全

かつ迅速に内部システムへ接続できる環境整備を進めております。このシステ

ムが構築されましたら、職員が所有するタブレットやスマートフォンからセキ

ュリティを確保しながら内部情報システムにアクセスすることが可能となり、

令和８年度に整備、そして令和９年度からの本格運用を目指しているところで

あります。 

 本システムの導入により期待される効果につきましては、主に３点ございま

す。 

 １点目は、業務の迅速化であります。外出中でも文書の確認や決裁を行うこ

とができるため、決裁業務が事務室等の場所にとらわれることなく進行いたし

まして、意思決定のスピードアップが図られます。 

 ２点目は、緊急時対応の円滑化であります。緊急を要する事務手続につきま

しても、停滞させることなく、遅延のない確認、処理が可能となります。 

 ３点目は、庁舎内との連携強化であります。場所や時間にとらわれない情報

共有により、出先機関や外出中の職員とも庁舎内と変わらない連携体制が構築

でき、結果といたしまして町民の皆様に対する行政サービスのさらなる向上に

直結するものと考えております。 

 今後もＩＣＴ技術を積極的に活用いたしまして、効率的で質の高い行政運営

を目指してまいりますので、ご理解願います。 

 

議長（市濱等） 

 ２番 小浦肇君。 

 

２番（小浦肇） 

 私の望んでいたといいますか、いろいろこの計画の中で、モバイル端末の導

入については、特に管理職の方が外へ行ったときに、いろんな処理、決裁でき

るとかということで、非常に仕事のスピードはアップするというふうに思って

いまして、今年度に導入、整備をする、令和９年から実際に運用していくとい

うことで、課長がいないので決裁できませんとか仕事が進まないという、そう
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いったことはなくなるんだろうなということを理解しました。 

 私が大きく興味を示した、そういうモバイル機器を使った仕事をするという

ことは、もう世の中で当たり前ぐらいになってきているので、当町もそれに近

づいたというふうに理解しました。 

 では、３点目いきます。 

 これもＤＸの目玉でもあると思うんですけれども、ＡＩシステム等による業

務効率化の検討についてお伺いします。 

 令和６年９月議会では、データ入力、登録、集計業務に、年間約３万４，０

００時間を要しているというような報告がありました。ただ、導入費用が非常

に大きいということで、先行自治体の事例を調査し、費用対効果を踏まえ、引

き続き検討するとの答弁でした。 

 そこで、ＡＩシステムを実際にどのように検討して、導入、既にされている

というふうには認識しているんですけれども、導入の結果、この３万４，００

０時間に対して削減できたのか、その時間を削減した結果、できるならば、私

でいうと金額換算していただくと非常に助かるんですけれども、どのように評

価されているのか、お伺いします。 

 

議長（市濱等） 

 総務課長、山下栄治君。 

 

総務課長（山下栄治） 

 当町では、行政事務の高度化及び省人化を目的といたしまして、ＡＩ議事録

生成システムに加えまして、行政用生成ＡＩシステムを今年１月に導入いたし

ました。 

 その効果につきまして、客観的なデータに基づき検証いたしました結果、両

システムの活用によりまして、全庁で年間約２万５，６００時間の業務工数を

削減できる見込みであります。これは、情報収集や資料作成、議事録の文字起

こし作業、校正作業等をＡＩに代替させることで、人手による作業時間を実質

的に削減できた結果であろうと考えます。 

 また、これらを人件費単価に換算いたしますと、最低賃金の時給１，０５４

円を基準として試算した場合、年間約２，６９０万円のコスト削減となる見込

みであります。 

 今後につきましても、蓄積された利用実績を分析し、より高い精度の業務プ

ロセス構築を継続してまいりますので、ご理解願います。 

 

議長（市濱等） 
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 小浦肇君。 

 

２番（小浦肇） 

 期待していたような改善効果を算出していただきました。 

 私も実際に生成ＡＩを日常的に使っているわけですけれども、今まさに能登

町では、令和８年１月に導入して２万５，６００時間の業務を改善といいます

か削減といいますか、できたなということで、２，６７０万円ですか、金額換

算までしていただいて、本当に効果があったんだなと。 

 私は、いろんなシステムを導入していくことによって、当然、仕事の改善が

でき、それは省人化するためにというところもあるでしょうし、品質をよくす

る、要は仕事の精度を上げていく。いろんな面でもあると思うんですけど、一

番我々が捉えやすいのは、時間を削減しました。じゃ、幾らコストダウンでき

たのでしょうと。そういうコスト意識も持っていただくと、これもまたちょっ

と実際には普通の、民間のものづくりの会社と役所と業務が違いますけれども、

いろんな意味でコスト意識というものをまた持っていただければなというとこ

ろをずっと思っていまして、今回の総務課長の回答には、私の期待するような

回答でありました。 

 今後もまた、少しずつですけれども、コストというところの意識を持って取

り組んでいただければなというふうに思います。 

 それでは、２点目の質問に移ります。 

 先般、能登町ＤＸ推進方針が提示されました。それについて質問ですけれど

も、通常、私の認識ですが、今までやってきた会社人生の中で、計画があって、

計画の遂行をそれぞれ評価して、８割ぐらい遂行しました、２割は次の期の計

画に遂行していきますよというふうになって、第２期の推進計画をつくるもの

だろうという、そういう認識なんです。 

 ところが、令和８年３月に、町のホームページを見ますと、能登町ＤＸ推進

方針が公開されていました。その説明欄には、能登町ＤＸ推進計画を踏襲した

というふうに記載されていました。なので、何か方針があって計画があるわけ

ですから、計画を完遂したのでもないとは思うんです。計画は期間を終えて、

それぞれのテーマの進捗状況を確認して評価して、次に計画に行くというとこ

ろなんですけれども、上位の方針に戻った。何でやろうというふうに思うわけ

でして、計画をつくらずに方針をつくったというのは上位ですからいいんです

けれども、次に計画をつくっていくという段階なのか、まず方針をつくって発

表したというその背景。方針に合わせて計画を今後つくっていくのかというこ

とで、この２つ、回答をお願いします。 
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議長（市濱等） 

 総務課長、山下栄治君。 

 

総務課長（山下栄治） 

 では、お答えいたします。 

 デジタル技術を活用いたしました変革のスピードは極めて速く、日進月歩で

状況が刻一刻と変化しております。従来の計画は、中長期的な目標を固定し、

着実に遂行する点では有効でありますが、昨今の技術進化の速さを考慮いたし

ますと、あらかじめ決めた枠組みに固執するよりも、その時々の最良な技術や

環境の変化に迅速に対応できる柔軟性が不可欠であると判断いたしました。そ

のため、未来志向で基本的な方向性を示します方針へとかじを切ったところで

あります。 

 そして次に、前計画の進捗と振り返りを報告したいと思います。 

 前計画では、３５項目のうち２４項目を達成することができましたが、全て

を完遂するまでには至りませんでした。主な要因といたしましては、能登半島

地震の発生による行政環境の激変に加えまして、当町の規模や現状の行政ニー

ズに対し、必ずしも最適とは言い難い項目が含まれていたことが挙げられます。 

 これらの反省を踏まえまして、今後は、能登町の現状に即したより実効性の

高い動きを重視することといたしました。 

 今後の展開といたしましては、将来の展望を示す方針を上位概念としつつ、

具体的な実施計画については、状況の変化に柔軟に対応できるよう、中長期の

固定ではなく、単年度ベースでの柔軟かつ迅速な対応といたしたいと考えてお

ります。 

 その時々の町政課題や技術水準に合わせ、優先順位を的確に判断しながら、

能登町の実情に即した効率的かつ効果的なＤＸを推進してまいりますので、ご

理解願います。 

 

議長（市濱等） 

 ２番 小浦肇君。 

 

２番（小浦肇） 

 しっかり背景を説明していただきました。 

 なるほどなと。日進月歩というよりも、本当に技術の進歩は早いんですけれ

ども、それに対応するということで、中長期計画にも中長期的な方針で、単年

度の行動計画を作成していくというふうに理解しました。なるほど、そういう

考え方もあるんだなというふうに、改めて私も勉強になりました。 
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 その単年度計画ですけれども、またホームページに等々にアップしていただ

けるんだろうと思いますけれども、町民でどれだけの方が興味を示すかは別と

して、私は、執行部の方々がどのような考え方で、どのような計画を組んで、

どのように遂行して、どのように評価してというところも続けて継続して監視、

評価していきたいと思いますので、ぜひ開示するようにお願いしていきたいと

思います。 

 それでは、３つ目の質問に移らせていただきます。 

 ３月議会でも確認しましたけど、クロスポートの進め方についてになります。 

 令和８年３月議会においては、町長は、できれば元にあった場所で再建した

いというふうに思っていますと。また、なりわい再建支援事業補助金制度の活

用で元に戻せないか、もう一度検討させていただきますと、思っていると述べ

られました。 

 そこで、コワーキングスペースあるいは打合せスペース、チャレンジショッ

プ、移住定住相談スペースなどなど、能登町地区別復興まちづくり計画にも挙

げられております。現時点でどのような進捗状況なのかお伺いし、また、その

結果、今後どのように進めていくのかをお伺いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 町長、吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 クロスポート再建についての現在の進捗状況につきましては、現在、幾つか

の案を基に検討を重ねているところであります。いずれの案も、３月定例会で

私が申し上げたとおり、元あった場所に再建したいとの思いで進めております。 

 今年度、旧クロスポートがあった土地については、既に取得いたしておりま

す。現在は、建設の実施主体を町とするか、一般社団法人能登町定住促進協議

会とするかについて、また、財源の調達方法や施設にどのような機能を持たせ

るかという点について、慎重に検討しているところでございます。 

 いずれにいたしましても、多数の人々が集える空間の確保やコワーキングス

ペースなど、整備方法が固まりましたら、議会のほうに説明したいと考えてお

ります。 

 

議長（市濱等） 

 ２番 小浦肇君。 

 

２番（小浦肇） 
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 ３月に表明していただいた進め方には変わっていないというふうに理解いた

しました。 

 また、さっと町長は説明されましたけれども、その課題も結構大きいなと私

は認識をしております。 

 そのポイントといいますか、資金調達の面もそうなんですけど、あと運営で

すよね。町主体でいくのか、はっきり言ったら民間企業でいくのか。その辺の

ところは非常に考えるポイントじゃないかなというふうに認識を持っておりま

す。 

 ただ、過去にもやっぱり官民協働事業とかいう中で、官民協働事業という体

裁はいいんですけど、体裁というのは、民間の知恵を借りて運営して、そして

発展していきますよという看板を上げているんですけれども、なかなか官民協

働となると、制約条件というのが多分ある。実際のいろんな中でも、指定管理

制度の中でもあるし、その枠が出てくると、やっぱりこれ以上できないよとい

う点もあるので、できるならば、これは能登半島初を目指すとか、あるいは今

までの枠にとらわれないような運営をやっていくとか、そんなことを考えて、

いろんな施策を出していく。 

 当然、民間に任す部分では、それこそ採算が取れ、投資効果があるかいねと

いうところも非常に重要だと思うんですけれども、そこのところも官民協働で

というスタンス、あるいは町主体、民間主体の中で、将来どのような形のもの

を目指すのかということをしっかり議論していただいて、進め方を決めていた

だければなというふうに思いますので、これは私からの願望かもしれませんけ

ど、ぜひぜひ検討をしていただいて前へ進めていただくことを願って、２番の

質問を終わります。 

 以上です。 

 

議長（市濱等） 

 以上で、２番 小浦肇君の一般質問を終わります。 

 

休   憩 

 

議長（市濱等） 

 ここでしばらく休憩いたします。 

 再開は１５時０５分から再開いたします。（午後２時５５分） 

 

再   開 
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議長（市濱等） 

 それでは、会議を再開いたします。（午後３時０５分再開） 

 次に、４番 馬場等君。 

 

４番（馬場等） 

 私、もう１０年ほどになりますけど、一般質問もずっとやっていますけど、

今日みたいに一番最後のほうになったのは初めてなもんですから、皆さんお疲

れでしょうけど、もう少し頑張って、お願いいたします。 

 それでは、通告に従い、一般質問を行います。 

 震災から２年５か月と１５日たちました。復旧・復興が進む中で、最近一つ

の気づきがありました。それは何かというと、能登半島の半島という字は、そ

の言葉の中には島という漢字が入っているということです。奥能登は、陸続き

でありますが、半島の先端部に位置しております。能登半島地震では、道路が

寸断され、人や物の移動が大きく制限され、医療、交通、物流などの面で、奥

能登はまるで島のような状況に置かれました。 

 私は、この震災を経験し、奥能登の地域づくりを考える上で、単に半島とし

て捉えるのではなく、奥能登はふだんから半島でありながら島にも似た特性を

持つ地域として捉える視点が重要でないかと考えるようになりました。 

 全国の人口減少が進む島では、集約や効率性だけではなく、島として最低限

維持しなければならない機能は何かという視点が重視されております。私は、

これからの奥能登においても、地域として最低限維持しなければならない機能

は何かという視点が重要になるのではないかと考えました。 

 そこで今回、私が地域として最低限維持しなければならない機能と考える分

娩機能を含む地域医療、住民の移動を支える公共交通、そして地域の安全・安

心を支える交通安全活動の３点について質問を行います。 

 まず初めに、地域医療について取り上げます。 

 能登半島地震以降、奥能登４市町では人口減少が急速に進み、僅か２年間で

穴水町一つ分に匹敵する人口が奥能登から失われたことになりました。その中

には、子育て世代など地域の将来を担う若い世代の流出も少なくはありません。 

 今本当に問われているのは、単に地域医療をどう維持するかではなく、奥能

登地域そのものをどう維持するかということだと思います。 

 そのような中、５月７日の奥能登公立４病院機能強化検討会において、県よ

り、新病院に分娩機能を持たせない案が示されました。 

 現在の奥能登では、分娩できる医療機関がありません。県が言う七尾以南で

の出産が増えているのは、皆さんも御存じのとおり、選択の余地がないこと。

そうせざるを得ない状況によるものだと私は考えます。 
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 そこで、町長に伺います。 

 奥能登公立４病院強化検討会が新知事の下で初めて開催されました。その中

で、新病院に分娩機能を設けないという県の方針が示されております。地域医

療を預かる立場として、この方針を町長はどのように受け止めているのか、お

伺いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 町長、吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 第５回奥能登公立４病院機能強化検討会において、県から新病院に分娩機能

を導入しないという方針案が示されたことについては、地域医療を預かる立場

として非常に重く受け止めております。 

 周産期医療は、地域住民が安心して暮らすための根幹を成す医療機能であり、

特に若い世代の定住や移住を促進し、地域の活力を維持する上で、極めて重要

な課題であると認識しております。 

 能登北部の出生数の減少や全国的な産科医師不足という背景から、県が苦渋

の提案をしていることは理解しつつも、出産を理由に若い世代が地域を離れる

ような事態は何としても避けなければなりません。 

 そのため、町といたしましては、引き続き、県に対し、新病院への分娩機能

の導入に向けた継続的な検討をはじめ、医師や助産師などの医療人材の確保、

さらには広域的な支援体制の充実を強く要望してまいります。 

 それと同時に、既存の妊婦健診時の交通費支援や分娩時の助成、また、出産

サポート１１９といった各種支援制度をさらに周知し、利用促進を図ってまい

ります。 

 若い世代がこの町で安心して出産し、安心して子育てができ、安心して暮ら

し続けられる環境の充実に向け、近隣首長とともに県や関係機関と粘り強く協

議を重ねながら、全力で取り組んでいきたいと考えております。 

 

議長（市濱等） 

 ４番 馬場等君。 

 

４番（馬場等） 

 ありがとうございます。 

 どちらかというと分娩機能を持たせるか持たせないかというのが一番の眼目

だと思うんですけど、もちろん私は医師確保の難しさや出生数の減少を考えれ
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ば、全ての医療機能を地域内で完結させることが困難であることは理解してお

ります。 

 しかし、今月３日には、出産を控えた当町の女性から町長への提言書が提出

されたとの新聞報道もありました。分娩機能を地域の外に依存することが当た

り前になれば、若い世代が安心して暮らし続けられる地域とは言えないと私は

考えます。周産期医療、とりわけ分娩機能は、単なる医療サービスではなく、

地域の存続を支える重要な社会的基盤であると私は考えます。 

 考え方です。全国には、ローリスク分娩は地域で担い、ハイリスク分娩につ

いては高度医療機関と連携する体制を構築している地域もあります。私は、奥

能登においても全面維持か全面撤退かという二択ではなく、その中間にある現

実的な選択肢について検討する余地があるのではないかと考えます。 

 そこで、お尋ねします。分娩機能については、フル機能維持か全面撤退かの

二択ではなく、ローリスク分娩を含む限定的分娩機能を新病院で担い、ハイリ

スク分娩については、七尾、金沢等の高度医療機関と連携する中間モデルも考

えられます。奥能登４市町が連携し、そのような現実的な地域モデルを検討、

提案していく考えはございませんか。お答えください。 

 

議長（市濱等） 

 町長、吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 新病院の分娩機能につきましては、現在、奥能登新病院機能強化検討会にお

いて、奥能登の４市町の首長、石川県、そして大学病院等の関係医療機関が一

堂に会し、継続的に協議を重ねているところでございます。 

 ご提案のありました限定的分娩機能の導入は、医師確保の厳しい現状を踏ま

えつつ、地域に安心な出産環境をいかに残すかという課題に対する解決策の一

つになり得ると考えます。今後の検討会や県、関係医療機関との協議の場にお

きまして、このような地域モデルの可能性につきましても検討、提案を行って

まいりたいと考えます。 

 

議長（市濱等） 

 ４番 馬場等君。 

 

４番（馬場等） 

 そのような方向で、また４市町の首長さんと話し合って、中間モデルのよう

なものを新病院に機能を持たせるように、また頑張っていただければいいかな
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と思います。 

 さらに、石川県は、新聞等を見ていますと、今回の分娩機能を持たせない判

断理由として、奥能登の人口減少や医師、医療スタッフの確保が困難であるこ

とを理由にしました。しかし、その判断は、医療提供体制の効率性や運営面の

合理性を重視したものであり、奥能登が一つの地域として将来にわたり存続し

ていくために、何を最低限維持しなければならないかという視点が置き去りに

されているのではないかと私は考えます。 

 以前から私は、加賀地区と能登地区の格差というのは非常に感じておりまし

て、震災以降、さらに加速しております。このままでは本当に奥能登のほうが

地域として果たして存続できるのか。問題は、単なる医療の一つの機能ではな

く、それは奥能登地域が将来にわたって存続できるかというところまで考えて、

ぜひやっていただきたいと思います。 

 そういった意味を込めて、もう一度、町長に伺います。 

 統合病院の整備は、単なる病院建設ではなく、奥能登で住民が安心して暮ら

し続けるための重要な社会基盤の整備です。特に、若い世代が暮らし続けてい

くためには、奥能登で安心して子供を産み育てられる周産期医療の充実が必要

です。 

 町長は、奥能登圏域の周産期医療の将来像をどのように描いているか、改め

てお聞きいたします。 

 

議長（市濱等） 

 町長、吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 議員ご指摘のとおり、統合病院の整備は、単なる医療施設の建設ではなく、

奥能登で住民が安心して暮らし続けるための重要な社会基盤の整備であると認

識しております。 

 能登半島地震以降、奥能登４市町では急速な人口減少が進む中で、特に若い

世代の流出が顕著となっております。安心して子供を産み育てられる環境の確

保は極めて深刻な課題であり、これが脅かされれば地域の持続可能性そのもの

が失われかねません。 

 私が描く奥能登の周産期医療の将来像は、単なる効率性や集約化を優先する

のではなく、若い世代が将来にわたり地域内で安全に出産を迎え、健やかに子

供を育てることができる。そして、ぬくもりと安心感のある医療体制でありま

す。 

 統合病院の整備を機に、必要な医療機能をどこまで地域内で維持していくか
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という議論を深め、地域医療を預かる立場として、奥能登で安心して暮らし続

けられる地域の実現に全力で取り組んでまいりたいと考えております。 

 

議長（市濱等） 

 ４番 馬場等君。 

 

４番（馬場等） 

 町長の力強い言葉、ありがとうございます。 

 私たち議員も、地域医療の課題、特に分娩機能の維持、確保については、２

市２町の首長だけに委ねるべきではなく、奥能登広域圏事務組合や奥能登２市

２町の各議会も一体となって取り組むべきものだと考えます。 

 そして、県はもちろんのこと、国に対しても早期に必要な支援を求めていく

必要があると考えます。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 ＡＩデマンドタクシー導入について伺います。 

 北陸信越運輸局では、令和８年１０月より、奥能登２市２町でＡＩデマンド

交通のるーとのとを実証的に導入すると聞いていますが、能登町ではデマンド

タクシー事業が定着し、運賃の見直しや乗降場所の拡充などにより利用者も増

加し、年間約５，０００人が利用するようになったと聞いております。 

 そのような状況の中で、新たにＡＩデマンドタクシーのるーとのとを導入す

る理由と目的は何か。また、従来のデマンドタクシーと比較して、運行方法、

利用方法、予約システムなどはどのように変わるのか。さらに、今までデマン

ドタクシーの適用外だった宇出津エリア内の運用方法についても説明を求めま

す。 

 

議長（市濱等） 

 企画財政課長、吉村泰輝君。 

 

企画財政課長（吉村泰輝） 

 それでは、議員のご質問に答弁したいと思います。 

 議員のご認識のとおり、既存の予約制乗合タクシーは、運賃等の見直しによ

りまして利用者は現在、年間約５，０００人となっておりまして、大変好評を

いただいております。 

 今回、ＡＩデマンドタクシーのるーとのとを導入して、これは運行ルートの

最適化を図るということにより、乗降場所を増やすなど利便性を向上させ、さ

らなる利用者数を増やしたいということが導入する目的でございます。 
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 次に、既存の予約制乗合タクシーとの違いでございますけれども、まず運行

方法につきましては、これまでの自宅と宇出津地区を結ぶ運行は引き続き残し

ながら、新たにＡＩが予約状況に応じて最適ルートを算出し、出発エリア内で

も降車ができる方式を加えることとしております。 

 また、利用対象者につきましては、事前登録を簡素化し、より多くの方々に

ご利用いただけるようにしたいと思っております。 

 また、予約方法につきましては、従来の電話予約に加えまして、スマートフ

ォンアプリからの予約や町公式ＬＩＮＥからのご予約も可能としたいと考えて

おります。 

 次に、宇出津エリア内での運用につきましては、出前講座等々で宇出津エリ

アでも使用したい、そして宇出津病院以外からでも乗って帰れるようにしてほ

しいとの声を多くいただいております。 

 従来は複数の乗降場所に対応できておりませんでしたけれども、このシステ

ムを導入することによりまして、病院、役場、商業施設など乗降場所を増やす

ことが可能となります。これにより、住民の利便性と多様な移動ニーズにしっ

かりと対応してまいりたいと考えておりますので、ご理解願います。 

 

議長（市濱等） 

 ４番 馬場等君。 

 

４番（馬場等） 

 冒頭、ＡＩデマンド、本当はバスというふうにパンフレットあたり表記され

ているんですけど、各自治体によっては交通手段が違いますので、能登町の場

合はデマンドタクシーということで、タクシーが非常に今有効に使われており

ますので、能登町の場合はＡＩデマンドタクシーというふうに言わせていただ

きました。 

 それと、今課長のほうから説明がありました。今までは、デマンドタクシー

の場合は、帰るときは宇出津病院から帰るというふうになっておりましたけど、

これからは宇出津エリア内で乗り降りができるということで、帰るときは宇出

津のバス停というんですか、これから決められるところが分かると思うんです

けど、病院へ行かなくてもそこから帰れるというふうになるんだと思います。 

 それで公共交通ということで、そのほかにも、例えば柳田の混乗バスとか、

それから内浦のほうのコミュニティバスとかいろいろあります。 

 そこで、ＡＩデマンドタクシーを新たに導入することによって、それらのほ

かの公共交通とどういうふうな役割を分担しながら地域全体の移動手段を支え

ていくことをするのか。 
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 あくまで交通空白地帯を生まないことが何より重要です。現在、能登町では、

北鉄バスが運行する路線バスや特急バスのほか、内浦地区を運行する路線バス、

柳田地区を運行する柳田混乗スクールバスなど様々な公共交通が運行されてい

ます。 

 そこで、ＡＩデマンドタクシーのるーとのとの導入に当たり、それらとの連

携や役割分担についてどのように考えているのか、お伺いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 企画財政課長、吉村泰輝君。 

 

企画財政課長（吉村泰輝） 

 それでは、答弁したいと思います。 

 能登町の公共交通では、ＡＩデマンドタクシーのるーとのとと、ほかの交通

機関が、町内の移動を補う役割と幹線交通への乗り継ぎを支える役割という明

確な役割分担の下で連携するように計画をしております。 

 北鉄能登バスがございますけれども、この北鉄能登バスは、宇出津、穴水、

珠洲を結ぶ路線や金沢方面への特急接続バスなど、決まった時刻、決まった路

線で拠点間を広く運ぶ役割を担っております。 

 これに対しまして、のるーとのとは、バスが通らない地域やバス停から遠い

自宅から利用者を乗せまして、宇出津地区や主要施設まで送り届けると。いわ

ば自宅と目的地をつなぐ役割を担っております。 

 次に、内浦地区のうちうら線、そして柳田地区の柳田混乗スクールバスでご

ざいますけれども、この両バスは北鉄能登バスが通らない地域を補っておりま

す。しかしながら、バス停での乗降のため、全ての地区をカバーできておりま

せん。この点は、バス停のない地区の移動にも対応しております予約制乗合タ

クシーがこの部分を補っております。 

 自宅から乗降できる予約制乗合タクシーに対しまして、バス停からのみ乗降

となる両バスにつきましては、利用者が減少しております。こののるーとのと

の導入によりまして、エリア内の移動が可能となることから、将来的には、両

バスの利用者をのるーとのとへ移行し、より柔軟で持続可能な公共交通とする

ことを目指したいと考えております。 

 議員おっしゃる交通空白地帯を生じさせないということを大前提にいたしま

して、町民の皆様の声を伺いながら、しっかりと対応してまいりたいと考えて

おりますので、ご理解願います。 

 

議長（市濱等） 
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 ４番 馬場等君。 

 

４番（馬場等） 

 今ほど丁寧に課長のほうに説明していただいたんですけど、それでもなかな

かやはり分からないと思うんです、はっきりとはね。今まで使っている人が使

いにくいような状況になると非常によくないと思いますので、利用者支援につ

いてということで、現状のデマンドタクシーの利用者の多くは高齢者であり、

新たにスマートフォンやＬＩＮＥによる予約に不安を感じる方も少なくないと

思われます。新しい交通システムが導入されても、利用したい人が利用できな

ければ意味がありません。 

 そこで伺います。現在、デマンドタクシーを利用している高齢者や障害のあ

る方など移動に支援を必要とする方々が、ＡＩデマンドタクシーのるーとのと

へ円滑に移行できるよう、利用者向けの説明会やスマートフォン操作を含めた

講習会を実施する予定はあるのか、お答えください。 

 

議長（市濱等） 

 企画財政課長、吉村泰輝君。 

 

企画財政課長（吉村泰輝） 

 それでは、答弁をいたします。 

 議員のおっしゃるとおり、現在の利用者の多くは高齢者の方でございます。

のるーとのとになりましても同様であると思っております。 

 予約方法につきましては、これまでの電話予約を残すほか、時刻表につきま

しても、これまでとほぼ同じものとしたいと考えております。 

 また、これまで宇出津総合病院の受付窓口においても、受付窓口を設けてい

たわけでありますけれども、当面の間は残しまして、利用案内ができる体制を

継続してまいりたいと考えております。 

 その上で、安心してご利用いただけるよう各地区での説明会を実施して、ご

理解を得ていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 ４番 馬場等君。 

 

４番（馬場等） 

 本当に利用したい人が利用できるような、町としてもそういう周知、それか

ら説明会など、具体的な行動をぜひ起こしていただきたいと思います。 
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 その後に少しだけお話しさせていただきます。 

 先日、能登高校を応援する会の総会に出席しました。その中で、今年度は能

登町内の中学生卒業生６６人のうち能登高校へ進学した生徒は２３人、３４.

８％ですか。過去２番目の低さであったと報告されました。 

 その要因の一つとしては、地域によっては部活動終了後の時間帯に利用でき

る公共交通が十分確保されていないことが、これは後で校長先生とお話しして

いて聞いたんですけど。 

 例えば柳田地区では、能登高校からの最終バスは１６時５０分、４時５０分

ですね。ところが飯田高校からは１９時まで利用できます。そのため、部活動

を続けたい生徒が飯田高校を選ぶケースもあったと伺っております。 

 私はこのことを、公共交通が単なる移動手段ではなく、子供たちの進路選択

や教育機会を支える重要な社会基盤であることを示していると考えます。ＡＩ

デマンドタクシーについても同様に、採算性だけで判断するのではなく、住民

が地域で暮らし続けるための基盤を支える施策として丁寧に取り組むことが重

要ではないかと考えます。 

 それでは、最後の質問です。 

 地域交通安全活動の持続可能な運営についてです。 

 この質問については、令和７年６月の一般質問で取り上げました。そのとき

も、震災後の人口減少に伴う財政状況の悪化を踏まえ、交通安全協会に対する

補助金の金額の増額の必要性について取り上げました。町からの回答は、協会

からの要望があれば協議を行うというものでした。 

 しかし、その後、協会として町に補助金増額の要望を行ったものの、今年度、

８年度は認められず、結果、今年度は能登町交通安全協会は思い切った事業内

容の見直しや経費削減に取り組んでいるとのことですが、それでも財政状況は

苦しく、地域交通安全活動の継続そのものに影響を及ぼしかねない状況である

ことから、再度取り上げました。 

 そこで、お伺いいたします。能登町交通安全協会は、震災後も高齢者の交通

事故防止活動や、通学路の安全確保、地域啓発活動、見守り活動、学校との連

携事業など、公益性の高い活動を継続しております。しかし、震災や豪雨災害

の影響による人口減少に伴い、会費を納める会員数の減少や各支部からの協力

金の減少が続き、財政状況は非常に厳しくなっています。 

 そのため協会では、今年度から広報車の廃止、広報紙、チラシ等の印刷経費

の削減、会議運営経費の見直しなど、可能な限りの経費削減に取り組んでいる

ところと聞いております。 

 しかし、それでもなお厳しい財政状況が続いており、このままでは交通安全

活動の継続はもとより、協会そのものの存続に影響を及ぼしかねない状況にあ
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ります。 

 そこで、まず伺います。町として、地域交通安全の公共性や必要性について、

どのように認識をしているのか、お答えください。 

 

議長（市濱等） 

 総務課長、山下栄治君。 

 

総務課長（山下栄治） 

 それでは、答弁させていただきます。 

 まず、交通安全協会の活動は、高齢者事故防止、通学路安全啓発、見守り活

動など、地域全体の公益に資する重要な活動であると認識しております。 

 地域交通安全活動は、子供から高齢者まで全ての町民の生命と安全を守る必

須の取組でありまして、特に震災後、道路損傷や交通インフラの脆弱化により、

交通安全対策の重要性はかつてないほど高まっていると考えております。 

 当町としましては、警察、地域、学校など関係機関と連携し、交通安全教室

の充実、通学路の安全点検、高齢者への啓発活動など、協会と一体となって交

通安全活動を推進してまいりたいと考えておりますので、ご理解願います。 

 

議長（市濱等） 

 ４番 馬場等君。 

 

４番（馬場等） 

 今ほど課長のほうから言われたように、非常に公益性の高い活動だと思いま

す。なくてはならない。特に震災以後、いろんな車両も増えております。子供

たちの安全をまず守るということで、大変重要な活動だと思います。 

 ところが現在、能登町からはもちろん交通安全協会のほうへの補助金はいた

だいております。その金額を少し明らかにしたいと思います。 

 能登町からの能登町交通安全協会への補助金は、年間４０万円となっており

ます。一方、近隣自治体では、輪島市が１１５万円、穴水町が１００万円、珠

洲市が７７万５，０００円となっております。これらと比較すると、能登町の

補助金額は低い水準にあります。さらに、最低賃金の上昇や物価高騰により、

事務局運営経費の負担も年々増加しております。 

 震災以降は、道路状況の変化や災害復旧・復興工事に伴う大型車両の増加な

どにより、交通安全活動の重要性は震災前にも増して高まっていると考えます。

地域の交通安全活動は、先ほど課長も言われたとおり、子供の見守りや高齢者

の事故防止など、地域住民の安全・安心を支える公共性の高い活動であり、そ
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の維持は地域社会の持続にもつながるものと考えます。 

 そこで、お聞きします。町として、現在の補助金の金額を適正と考えている

のか。また、今後、地域交通安全活動の維持、継続という観点から、補助金の

増額を含めた支援の在り方について見直す考えはないのか。お答えください。 

 

議長（市濱等） 

 町長、吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 交通安全協会への補助金は、過去に増額を行い、現在４０万円となっていま

す。交通安全協会からは、昨年度、羽生地内の県道と町道の交差点の安全対策

費１０万円の増額で、５０万円の要望がありました。交差点の安全対策につい

ては、町が行うべきと判断し、今年度、町で対策事業を実施します。このこと

から、交通安全協会へは今年度も前年度と同額の４０万円の補助金を交付する

予定としております。 

 補助金は、交通安全協会の活動を円滑に行うために必要なものであると考え

ております。先ほど近隣市町の補助金の額についてお話がございましたけれど

も、協会によって活動内容が違うと思いますので、一律に比べることはできな

いというふうに思っております。 

 まず協会から、どういった事業に対してどれくらいの費用がかかるのかとい

うことをおっしゃっていただければ、それについての可否について検討いたし

たいというふうに思っております。単なる赤字補塡ではなくて、しっかりとし

た内容を掲示していただければというふうに思っております。 

 補助金以外に町で協力できるものは今後も協力してまいりたいと考えており

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 ４番 馬場等君。 

 

４番（馬場等） 

 能登町交通安全協会のほうの内情、どういう事業にどういう金額がかかるの

かということで、その内情をもう一度しっかりと町の方に言っていただくとい

うこと。 

 それもありますけど、私が見る限りにおいて、予算書自体がマイナスの予算

決算になっているということ自体がちょっとおかしいんですけど、今までの事

業が多過ぎたのか、それともやはり、公益収入というんですけど、免許更新に
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かかったときの会員として登録する場合にお金が入るということ、交通安全協

会に。それと、あとは１９３地区があるとすれば、その中で１４支部が構成さ

れておりまして、１４支部で協力会費ということで１世帯当たり５００円を毎

年度いただいておりますけど、本当にその協力会費ががくっと減っているわけ

なものですから、そういった意味で収入が非常に減っているということが、今

の事業を減らしたり、それから宣伝カーをなくしたりということで、一応、能

登町交通安全協会も一生懸命、自助努力をやっております。その中で、能登町

として、やはり公益性の高いこの活動に対して、もう少し目配りをしていただ

ければいいかなと思います。 

 ただ単に赤字補塡をお願いしているわけではありません。公益活動、絶対な

くてはならないものだと思います。そこのほうをまたひとつ、しっかりと見て

あげてほしいと思います。 

 今回、地域医療と公共交通、地域交通安全活動の３つのテーマについて質問

いたしました。一見すると別々の課題のように見えますが、その根底に共通す

る問題があります。 

 それは、人口減少が急速に進む中で、地域として何を最低限維持していくの

かということです。奥能登は、金沢や首都圏とつながる半島地域である一方で、

震災を経験したことで、医療や交通、災害対応の面では、島にも似た特性を持

つ地域であることを改めて認識しました。 

 だからこそ、効率性や集約化だけではなく、住民がこの地域で安心して暮ら

し続けるためには、必要な機能は何かという視点が重要になるのではないでし

ょうか。分娩機能を含む地域医療、住民の移動を支える公共交通、そして地域

の安全・安心を支える交通安全活動は、その重要な一例であると考えています。 

 今後の復旧・復興、そして奥能登の将来を考える上で、地域として守るべき

機能をどのように維持していくのか。行政と議会、そして地域全体で真剣な議

論を進めていくことを提案し、私の質問を終わります。 

 

議長（市濱等） 

 以上で、４番 馬場等君の一般質問を終わります。 

 それでは次に、１０番 酒元法子さん。 

 

１０番（酒元法子） 

 お疲れでございましょうが、続けてお伺いさせていただきたいと思います。 

 なぜかトリを務めることになってしまいましたけれども、よろしくお願いい

たします。 

 初めに、学童保育と不登校への対策についてお尋ねいたします。 
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 小学校の放課後の児童の居場所として学童保育がありますが、現在の運営状

況についてお伺いいたします。 

 学童保育の利用者の状況は、震災前と後ではどのように変化しているのか。

また、全国的に不登校児童が少なくないというニュースを聞いていますが、町

は実態について把握できているのでしょうか。 

 児童の成長には、保護者の経済的な生活安定だけではなく、精神的な安定も

強く関係しているし、保護者と学童の生活環境にどのような変化があるのかを

把握しておられるのか、実態の把握と対策についてお伺いいたします。 

 能登半島地震から今日まで、学童保育に携わる関係者の方々におかれまして

は、ご自分の被災もある中で、児童教育のためにこれまで奔走されてこられた

ことに対しまして、この場をお借りいたしまして厚く御礼を申し上げます。 

 学童保育は、少子・高齢化の進む能登町では、児童が安心していることがで

きる場所であり、保護者の離職や地域から都市への人口流出を防ぐためのとり

ででもあります。また、地域の経済にも大きな影響を与える施設でもあります。 

 今回ここで取り上げさせていただいた理由は、このような大切な施設である

にもかかわらず、町の手だてが足りずに、孤独感が増して、悩んでおられる児

童や保護者の方々がおられるのではないかと危惧したからでございます。 

 一昨年の震災により、自宅が被災し、ふるさとを離れ、みなし住宅や応急仮

設住宅に住まざるを得ないという居住環境の変化や、保護者におかれましては

仕事も変えざるを得ない方も少なくありませんでした。大人でさえ心労が重な

るこの２年間に、児童とともに環境の変化により経済的、精神的にあえぐ保護

者から児童が受ける影響も、ただならぬものがあると思います。 

 そこで、能登町には現在幾つの学童保育施設があり、何名の児童が通われて

いるのでしょうか。また、震災の前後ではどのような変化があったのでしょう

か。その理由はどのようなものであったのでしょうか。お伺いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 健康福祉課長 和田いずみさん。 

 

健康福祉課長（和田いずみ） 

 酒元議員のご質問に答弁させていただきます。 

 当町の放課後児童クラブにつきましては、現在、各小学校下に設置されてお

り、町直営が２クラブ、社会福祉協議会委託が１クラブ、民間委託が２クラブ

の合計５クラブがあります。 

 震災前後の状況としましては、４クラブが震災前と同じ実施場所で行ってお

りますが、鵜川小学校下の児童クラブが、道路や実施場所の破損もあり、鵜川
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公民館から鵜川小学校内へ移転しております。 

 また、支援策としまして、利用料につきましては、震災後の令和６年１月か

ら３月までは全額免除、令和６年度から７年度は、利用者の罹災度合いに応じ

た減免を行っております。 

 利用者数につきましては、震災前の令和５年は９０人で、全児童数の２０％、

現在の令和８年５月は７８人で、全児童数の２３％の利用となっており、全体

の児童数減少に伴い、利用者数は減っておりますが、全児童数に占める割合は

増えている状況です。 

 今後も児童の健全育成、安全な居場所の確保に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 

議長（市濱等） 

 １０番 酒元法子さん。 

 

１０番（酒元法子） 

 大変よく、よい施設で、時間を子供たちが喜んで過ごさせていただいている

ということがよく分かりました。 

 まだまだいろいろあるかと思いますが、引き続き、手厚い、温かい、心の通

ったやり方でお願いいたしたいと思います。 

 それでは、次に移らせていただきます。 

 次に、不登校児童についてお尋ねいたします。 

 学童保育は、保護者が昼間、家庭にいない授業の終了後、夏休み、冬休み、

春休みの長期休暇等に適切な遊び場や生活の場を与え、児童の健全育成を図る

のが目的とされていますが、不登校により、学校はもちろん学童保育にも参加

できない児童はどれくらいいるのでしょうか。町は把握されているのでしょう

か。 

 不登校の原因はどのようなものがあるのでしょうか。原因は、無気力、不安

などの心理的要因、いじめや友人関係のトラブルなどの学校環境のストレス、

スマホやゲームの長時間利用による生活習慣の乱れ、授業についていけない等

の学習面の困難、精神的、発達的疾患、家庭環境や社会的背景などがあるそう

ですが、どの課題も一朝一夕に解決できるとは考えにくいものばかりでありま

す。 

 最後にご紹介した家庭環境や社会的背景をきっかけとした不登校に震災が与

えた影響は、極めて大きいのではないかと思います。また、この問題解決のた

めに、一家で町を離れるという選択肢を持つ保護者も少なくないのではなかっ

たかと思ったり、不登校児童問題も人口流出のきっかけになりかねない重大事
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項だと私は考えます。 

 震災をきっかけとした様々な変化に今苦しんでいる保護者、児童に、町とし

て今後何ができるのか。積極的にアプローチできる行政の具体的な対策、今後

考えられる施策についてお尋ねいたしたいと思います。 

 

議長（市濱等） 

 教育委員会事務局長、浜本悟君。 

 

教育委員会事務局長（浜本悟） 

 酒元議員のご質問について、私からは不登校に関してお答えしたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

 不登校の状況については、本日午前中の鍛治谷議員への答弁でもありました

が、具体的な数字については公表いたしておりません。ただし、毎月、各学校

での実態調査をしており、不登校の子供たちも急激な増加はございません。 

 不登校となる要因は、議員がおっしゃるとおり、心理的要因、環境的要因な

ど、子供たちによって様々です。支援を必要としている不登校の子供たち、そ

して、同じように悩まれている保護者を支援するなど、個に、一人一人に、家

庭ごとに応じた適切な対応に努めてまいりますので、ご理解願います。 

 

議長（市濱等） 

 １０番 酒元法子さん。 

 

１０番（酒元法子） 

 ご答弁ありがとうございました。 

 今、不登校の子供たちはいないというお話でございましたが、いますか。す

みません。 

 そうしたら、これは余談になるかも分かりませんが、健常者でないお子様の

問題になるんですが、あまりにも集中力がないものですから、係の先生がいろ

いろに調べて調べて調べた結果、そのお子様には目の異常がありました。それ

は、真ん中が見えないという症状のある目の病気だったそうでございます。 

 それを私、お聞きしまして、私たちにも当てはまるんじゃないかなと思うん

です。問題の中身が全然分かってない。端々しか分かってなくて、いろいろ結

果を出しておられることも多々あるんじゃないかなと思うわけでございますの

で、その真ん中を何とか探り当てて、問題解決が多分あるかと思いますので、

そうしたことも踏まえて、これから先、私が思うには、町の施策によっては子

供や保護者、特に母親というのは、今ほど馬場さんがおっしゃいました赤ちゃ
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んが生まれる、生まれた後は小学校へ行くまで、小学校へ入ったらまた中学校

へ行くまで、中学へ行ったら高校を卒業するまで、何だかんだとたくさんの難

題が押し寄せてくる。その対応に当たるのは母親なんです。親から言われ、旦

那から言われ、学校から言われ。子供は言うことを聞かない。 

 そうした精神的な問題を抱えながら育てられている母親の方々に対して、町

は何とかその手だてを考えていただけたならば、これからこの町を離れたい町

になるか、忘れられないふるさとになるかの大きな分かれ目になるかと思いま

す。 

 一つの町としての対策、これから入ってくる方々、移住者に対してでも、そ

うした手厚い、温かい気持ちを示し出していただけたならば、恐らく能登町へ

行って生活しようか、子供を育てようかというようなことにつながっていくん

じゃないかという思いもいたしまして、次の質問をさせていただきます。 

 それでは次に、続いていいですか。 

 防犯カメラ設置状況についてお尋ねいたします。 

 震災後に仮設住宅に移転をせざるを得なくなった空き家の盗難事件が後を絶

たない。警察へのパトロール強化のお願いも限界があることから、防犯対策強

化のために防犯カメラが設置されていると思いますが、これ以上、増設は難し

いのか。現在、町内に何か所、何台の防犯カメラが設置されているのでしょう

か。設置方針や設置に係る経費、問題点についてお尋ねいたします。 

 仮設住宅に移り住んだ方々から、一時転居された方々から、被災し離れざる

を得なくなった住宅からの盗難があり、大変困っているというお話を伺いまし

た。一時転居した仮設住宅に持ち込みができない大切な調度品、家具、什器、

備品など、持ち運びしやすいものが盗難に遭っているということでした。 

 震災直後から火事場泥棒のような盗難被害が予想されていたことで、全国か

ら警察によるパトロールが強化されましたが、パトロールの頻度が少なくなっ

た頃から盗難被害が増えているということです。近所同士で声をかけながら防

犯できたのは震災前までで、集落に住む人が少なくなった地域では限界があり

ます。 

 そこで、防犯対策強化のために、防犯カメラの設置個数や設置箇所を増やす

ことはできないでしょうか。主要交差点や居住地域の入り口などに防犯カメラ

が設置されることで、住民の目の代わりとなって、犯罪防止に大きく役立つと

考えられます。 

 また、防犯カメラの最大の効果は、犯罪者に対する心理的抑止力が大きく、

カメラが設置されていると認識した犯罪者は、行動が記録されるリスクを警戒

し、犯行を思いとどまる可能性が高くなるということです。特に、カメラが見

える位置にあり、警告表示がある場合は、抑止力がさらに高まり、地域全体で
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カメラを設置することで犯罪件数を低下させるということと、計画的な犯罪の

防止に役立ち、万が一犯罪が発生した場合、防犯カメラは重要な証拠映像が提

供できることで、犯人の服装や体格、行動時刻などが記録され、警察による容

疑者特定や事件再現に役立ちそうです。 

 このようなメリットが大きい防犯カメラですが、設置箇所や個数については、

町はどのような計画、展望をお持ちでしょうか。お答えくださいませ。 

 

議長（市濱等） 

 総務課長、山下栄治君。 

 

総務課長（山下栄治） 

 では、お答えさせていただきます。 

 まず初めに、珠洲警察署からの報告でございますが、震災前は珠洲市、能登

町での犯罪件数は年間５０件程度であったとのことでした。しかし、震災後の

令和７年度では１２２件、令和８年度は５月末までに４０件に達しているとの

ことです。そのうち窃盗が約８割と、非常に多くの窃盗犯罪が増えておる現状

をお聞きしております。 

 そして、町管理の防犯カメラについてですが、これは平成２９年度より町内

で３６基を各公共施設に設置しております。個人へのプライバシーの配慮から、

必要な最小限の台数としております。 

 次に、経費でございますが、平成２９年度の設置当時、１台当たりの工事費

は約５０万円であり、月々の電気代は１台当たり約５００円となっております。 

 また、問題点等についてですが、プライバシーに配慮することや、撮影画像

は一定期間経過後は上書き消去を行う対策が必要であります。 

 そして、この３６基の既存のカメラも今年度末で１０年を経過します。その

経年劣化による機器の老朽化、故障も懸念しているところでございます。 

 空き家盗難に対する抑止効果としての防犯カメラの設置につきましては、現

時点で町によります新規の設置予定はございませんが、必要に応じまして警察

署や、あるいは防犯協会等、関係機関と連携し、防犯等に町といたしまして取

り組んでまいる所存でございますので、何とぞご理解願います。 

 

議長（市濱等） 

 １０番 酒元法子さん。 

 

１０番（酒元法子） 

 ありがとうございました。一日も早い実施をお願いいたしたいと思います。 
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 先ほどより、震災発生後の対策として、人口の流出対策として、また学童保

育や不登校児童の問題、住民の安心・安全に関わる防犯カメラの設置について、

お尋ねいたしました。 

 先日も私の近くの爼倉というところにも入られたそうでありまして、だんだ

ん対岸の火事ではなくなって、熊もそろそろ出没するんじゃないかなという不

安もたくさん出てきましたので、人ではなくて、こうした熊が出てきたりする

と大変ですので、ある程度、町として防犯カメラ設置は、こんなに高い、５０

万もするということでありますが、もっと安い方法もあろうかと思いますので、

何とか危険な箇所箇所に町が負担をして、個人の家でも負担をしてくださるよ

うな手だてというものを考えてはいかがなものでしょうかと思いまして、お尋

ねさせていただきました。 

 今後とも、安心・安全を売る町として、ぜひともいろいろな面に力を入れて

いただいて、よりよい町にしていただきたいと思います。 

 以上、お願いだらけでございますが、何とかお願いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 酒元さん、先ほどの質問で、答弁漏れがあったように私は感じますので。 

 

１０番（酒元法子） 

 私もそう思っておりました。 

 

議長（市濱等） 

 町長に答弁を求めます。 

 

１０番（酒元法子） 

 答弁いただきたいと思います。 

 先ほどから言っている母親に対する手厚い手だてとか、防犯カメラの補助と

か、何とかその気持ちを表していただけたらありがたいかなと思います。 

 児童に不登校はいないと言ってはおられますけれども、中身は公表できない

こともあろうかと思いますので、そこら辺は結構でございますので、話せる範

囲内でお願いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 町長、吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 
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 酒元議員からのご質問の中で、震災をきっかけとした様々な変化に今苦しん

でいる保護者、児童に、町として今後何ができるのか。積極的にアプローチで

きる行政の具体的対策、今後考えられる施策についてということで、事前に質

問をお聞きしております。 

 それについて、お答えをさせていただきたいと思います。 

 町では、震災後、子育て世帯の生活環境を把握するために、こども家庭セン

ターによるアンケートや、子ども・子育て支援事業計画策定におけるニーズ調

査を行っております。その中で、生活再建のめどが立っていない家庭や、子供

のメンタル面での不安、遊び場が減ったなど、多様な支援の必要性を認識して

おるところであります。 

 その対策としまして、こども家庭センターによる相談窓口の周知や、関係機

関と連携した児童、保護者、両者を対象とした個別対応、また、経済的負担軽

減を目的に、保育料や学校給食費無償化を実施しております。 

 その他、こども居場所づくり支援事業として、学校家庭とは異なる第三の居

場所を必要としている子供たち、その保護者への支援も行っており、多角的な

面からの支援を展開しております。 

 今後も引き続き、安心して子育てができる環境への支援に取り組んでまいり

ます。 

 

議長（市濱等） 

 １０番 酒元法子さん。 

 

１０番（酒元法子） 

 いろいろご配慮ありがとうございました。答弁ないのかなと思っていました

けれども、いただくことができまして、よかったと思っております。 

 いろいろお話しさせていただきましたが、どうか皆様、健康に注意されて、

また引き続き、能登町のためにご活躍、ご指導くださいますようお願い申し上

げまして、今回の質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

 

議長（市濱等） 

 以上で、１０番 酒元法子さんの一般質問を終わります。 

 以上で一般質問を終わります。 

 お諮りします。 

 一般質問が本日で全部終了しましたので、６月１６日を休会としたいと思い

ます。 
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 これを日程に追加し、追加日程第１として、直ちに議題としたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（市濱等） 

 異議なしと認めます。 

 よって、休会決議を日程に追加し、追加日程第１として、直ちに議題とする

ことに決定いたしました。 

 

休会決議について 

 

議長（市濱等） 

 追加日程第１「休会決議」を議題といたします。 

 お諮りします。 

 ６月１６日を休会とすることにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（市濱等） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、６月１６日は休会とすることに決定いたしました。 

 次回は、６月１７日午後１時３０分から会議を開きます。 

 

散   会 

 

議長（市濱等） 

 本日は、これにて散会いたします。 

 

散 会（午後４時１４分） 
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開 会（午後１時３０分） 

 

開   議 

 

議長（市濱等） 

 ただいまの出席議員数は、１３人で定足数に達していますので、これから本

日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 あらかじめ、本日の会議時間を延長しておきます。 

 

議案第６８号～議案第７３号 

 

議長（市濱等） 

 日程第１、議案第６８号「令和８年度能登町一般会計補正予算（第１号）」か

ら、日程第６、議案第７３号「請負契約の締結の変更について」までの町長提

出議案６件を一括議題とします。 

 常任委員会に付託審査をお願いしました案件のうち、ただいま議題となって

おります案件について、各常任委員会委員長からの報告を求めます。 

 

委員長報告 

 

議長（市濱等） 

 予算常任委員会委員長 志幸松栄君。 

 

予算常任委員会委員長（志幸松栄） 

 皆さん、ご苦労さんでございます。 

 それでは、予算常任委員会に付託されました案件の審査結果について、ご報

告いたします。 

 議案第６８号 令和８年度能登町一般会計補正予算（第１号） 

 以上１件は、原案のとおり全会一致をもって可決すべきものと決定いたしま

した。 

 以上をもって報告を終わります。 

 

議長（市濱等） 

 次に、総務産業建設常任委員会委員長 馬場等君。 
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総務産業建設常任委員会委員長（馬場等） 

 それでは、総務産業建設常任委員会に付託されました案件の審査結果につい

て、ご報告いたします。 

 議案第６９号 議会議員等の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例について 

 議案第７０号 能登町本社機能立地促進のための固定資産税の課税の特例に

関する条例の一部を改正する条例について 

 議案第７２号 能登町観光施設条例の一部を改正する条例について 

 議案第７３号 請負契約の締結の変更について 

 以上４件のうち、議案第６９号 議会議員等の議員報酬、期末手当及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例については、議員の成り手不足解消に

つながるものではない、現状のままでよい、もっと上げたほうがよいといった

意見があり、賛成少数により否決すべきもの、そのほか３件は原案のとおり全

会一致をもって可決すべきものと決定いたしました。 

 以上をもって審査報告を終わります。 

 

議長（市濱等） 

 次に、教育厚生常任委員会委員長 向峠茂人君。 

 

教育厚生常任委員会委員長（向峠茂人） 

 それでは、教育厚生常任委員会に付託されました案件の審査結果について、

ご報告いたします。 

 議案第７１号 能登町心身障害者医療費の助成に関する条例の一部を改正す

る条例について 

 以上１件は、原案のとおり全会一致をもって可決すべきものと決定いたしま

した。 

 以上をもって報告を終わります。 

 

議長（市濱等） 

 以上をもって、ただいま議題となっております付託議案の各常任委員会から

の委員長報告を終わります。 

 

質   疑 

 

議長（市濱等） 

 これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

92



 質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
 

議長（市濱等） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 

討   論 

 

議長（市濱等） 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 

（「はい」の声あり） 
 

議長（市濱等） 

 まず、原案に反対者の発言を許します 

 １３番 志幸松栄君。 

 

１３番（志幸松栄） 

 議案第６９号の反対討論したいと思いますので、よろしくお願いします。 

 それでは、反対討論をしたいと思います。 

 議案第６９号 議会議員等の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例について、反対討論をしたいと思います。 

 議員の成り手不足解消になり得るものではなく、報酬をいかに上げても、復

興途中のこの時期において、ましてや、被災後の町民のことを思うと、議員報

酬を上げるということはもってのほかだと私は思っております。 

 そういうことで、この議案については適正ではないと考えるものであります。

断固として、私はこの報酬を上げるのに反対いたしたいと思います。 

 皆さんのご理解をよろしくお願いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 次に、原案に賛成者の発言を許します 

 ５番 田端雄市君。 
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５番（田端雄市） 

 第６９号 報酬引上げの条例改正についての賛成討論を行います。 

 先ほどの反対討論については、災害の途中において、この引上げはふさわし

くないという話でございましたけれども、私はむしろ、ここで皆さんに力をつ

けて頑張ってもらう意味でも、上げてしっかりと戦っていく、これが大事だと

私は思っております。誠に今回の否決については、残念の一語に尽きると私は

思います。 

 今回の報酬引上げは、報酬審議会の答申によるものであります。議員の思い

は様々ありますけれども、金額等も含め、審議会に一切を委ねたところの答申

であります。 

 審議会の審議は当然のこととして、近隣自治体の議員報酬の比較、町内賃金、

また、経済の状況、さらに私たち議員の活動状況等を考慮し、総合的に判断さ

れたものと考えております。その意味で、まずはしっかりと受け止めるのが肝

要であると、このように考えます。 

 私たち議員の報酬については、報酬審議会に諮られて初めて確定されるもの

であります。その意味では、金額はともあれ、審議会の答申の否定は今後の議

員報酬の引上げの道を閉ざすものであると、このように考えます。後に続く後

進の方々に対する姿勢も問われる議論であることを知らなくてはいけません。 

 欧米には職務給という考えがあり、社会全体でこの仕事、この職務にはどん

な価値があるのか、価値は幾らなのかという基準が制度として認められており

ます。日本ではそうした考えはない。法定の最低賃金を除けば、各事業所が幾

ら出したいかというだけで独断で決まっております。この意味で、報酬審議会

の答申は、この職務給としての意味合いを持っているものと思われます。 

 今回の答申は、私たち議員の評価であると受け止め、後進の方々の道を開く

もの、この考えから本議案の条例改正に賛成するものであります。ご賛同をよ

ろしくお願いいたします。 

 

議長（市濱等） 

 ほかに討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
 

議長（市濱等） 

 ないようですので、これで討論を終わります。 

 

採   決 
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議長（市濱等） 

 これから、採決を行います。 

 採決は起立によって行います。 

 お諮りします。 

 議案第６８号「令和８年度能登町一般会計補正予算（第１号）」 

の１件に対する委員長報告は、原案可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに、賛成する諸君の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 

 

議長（市濱等） 

 起立全員であります。 

 したがって、議案第６８号の１件は、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、 

 議案第６９号「議会議員等の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例について」 

の１件に対する委員長報告は、否決です。 

 したがって、原案について採決します。 

 原案のとおり決定することに、賛成する諸君の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 

 

議長（市濱等） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第６９号「議会議員等の議員報酬、期末手当及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例について」は、可決されました。 

 次に、議案第７０号から議案第７３号までの４件を一括して採決します。 

 お諮りします。 

 議案第７０号「能登町本社機能立地促進のための固定資産税の課税の特例に

関する条例の一部を改正する条例について」 

 議案第７１号「能登町心身障害者医療費の助成に関する条例の一部を改正す

る条例について」 

 議案第７２号「能登町観光施設条例の一部を改正する条例について」 

 議案第７３号「請負契約の締結の変更について」 
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 以上４件に対する委員長報告は、原案可決です。 

 委員長報告のとおり決定することに、賛成する諸君の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 

 

議長（市濱等） 

 起立全員であります。 

 したがって、議案第７０号から議案第７３までの以上４件は、委員長報告の

とおり可決されました。 

 

日程の追加 

 

議長（市濱等） 

 次に、本日、町長提出議案３件が提出されております。 

 これを日程に追加し、追加日程第１、追加日程第２、追加日程第３として、

直ちに議題にしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
 

議長（市濱等） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第７５号、議案第７６号、議案第７７号を日程に追加し、それ

ぞれ追加日程第１、追加日程第２、追加認定第３として、直ちに議題とするこ

とに決定しました。 

 

議案上程 

議案第７５号～議案第７７号 

 

議長（市濱等） 

 追加日程第１、議案第７５号「財産の取得について」から追加日程第３、議

案第７７号「請負契約の締結について」までの３件を一括議題といたします。 

 

提案理由の説明 

 

議長（市濱等） 
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 町長から提案理由の説明を求めます。 

 町長 吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 本日、追加提案させていただく議案３件につきまして、ご説明をさせていた

だきます。 

 議案第７５号及び議案第７６号につきましては、財産を取得するため、地方

自治法第９６条第１項第８号の規定により、議会の議決を求めるものでありま

すので、よろしくお願いいたします。 

 まず、議案第７５号「財産の取得について」は、行政事務の用に供するため、

庁内ネットワーク更新用機器を、６，６００万円で、金沢市の株式会社石川コ

ンピュータ・センターから取得するものであります。 

 次に、議案第７６号「財産の取得について」は、消防のように供するため、

消防ポンプ自動車１台を、２，８０５万円で、七尾市の長野ポンプ株式会社か

ら取得するものであります。 

 次に、議案第７７号「請負契約の締結について」は、令和８年度６災９２６

号 比那漁港災害復旧工事（マイナス２．５メートル物揚げ場４９ほか）につ

いて、制限付一般競争入札（事後審査型）により、６億５，８９０万円で、小

松市の宇佐美工業株式会社と契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項

第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 以上、本会議に追加で提出させていただきました議案の提案理由をご説明さ

せていただきました。 

 議員各位におかれましては、慎重なるご審議をいただき、適切なるご決議を

賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

議長（市濱等） 

 以上で提案理由の説明が終わりました。 

 

質   疑 

 

議長（市濱等） 

 ただいま議題となりました議案第７５号から議案第７７号までの３件の審議

方法についてお諮りします。 

 議案第７５号から議案第７７号までの３件の審議方法は、全体審議としたい

と思います。これにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

 

議長（市濱等） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７５号から議案第７７号までの３件は、全体審議とする

ことに決定しました。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
 

議長（市濱等） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 

討   論 

 

議長（市濱等） 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議長（市濱等） 

 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 

採   決 

 

議長（市濱等） 

 これから、採決を行います。 

 この採決は、起立によって行います。 

 お諮りします。 

 議案第７５号「財産の取得について」 

 議案第７６号「財産の取得について」 

 議案第７７号「請負契約の締結について」 
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 以上の３件は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 

 

議長（市濱等） 

 起立全員であります。 

 よって、議案第７５号から議案第７７号までの３件は、原案どおり可決され

ました。 

 

休会決議 

 

議長（市濱等） 

 日程第７、「休会決議」を議題とします。 
 お諮りします。 
 明日から、能登町議会の会期等に関する条例第２条の規定に基づき開く、次

の定例日の前日までを、休会としたいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 

（「異議なし」の声あり） 
 
議長（市濱等） 

 異議なしと認めます。 
 したがって、明日から、能登町議会の会期等に関する条例第２条の規定に基

づき開く、次の定例日の前日までを、休会とすることに決定しました。 
 以上で、令和８年第４回能登町議会６月定例会議に付議されました議件は全

部終了しました。 
 

閉会の挨拶 

 

議長（市濱等） 

 ここで、町長から発言を求められておりますので、これを許します。 

 町長 吉田義法君。 

 

町長（吉田義法） 

 令和８年第４回能登町議会６月定例会議が閉会されるに当たり、一言述べさ

せていただきます。 
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 議員の皆様におかれましては、本定例会議に提出いたしました議案、原案ど

おり可決をいただきましたこと、心よりお礼を申し上げます。 

 さて、能登町役場の１階には、宇出津のあばれ祭のキリコが展示されており

ます。先週の土曜日から８月いっぱいまでを予定としておりまして、弥栄太鼓

保存会の皆さんにお願いして展示させていただいております。 

 この宇出津のあばれ祭ですけれども、今年は７月の３日、４日に執り行われ

るということであります。このお祭りを皮切りに、能登の風物詩でありますキ

リコ祭りが各地で開催されます。能登が最もにぎわう季節の中に入ってまいり

ます。 

 能登町は、たくさんの観光客をお迎えするだけの状態にはまだ戻っておりま

せんけれども、今後も引き続き、復旧・復興に全力で取り組んでまいりますの

で、議員の皆様におかれましても、引き続き、ご理解とご協力を賜りますよう、

お願いを申し上げます。 

 また、梅雨の季節にも入ってまいります。これから、気温の高い日や湿度の

高い日などが続くと思われます。町民の皆様方、そして議員の皆様方におかれ

ましては、小まめな水分補給、そして体調管理には十分にご留意いただくこと

をお願い申し上げまして、閉会に当たっての挨拶といたします。 

 本日は、ありがとうございました。 

 

散   会 

 

議長（市濱等） 

 以上で、本日は散会いたします。 

 お疲れさまでした。 

 

                      散 会（午後１時５５分） 
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 上記、会議の経過を記載し相違ないことを証するため、個々に署名する。 

 

令和８年６月１７日 

 

                  能登町議会議長  市 濱   等 

 

 

                  会議録署名議員  向 峠 茂 人 

 

 

                  会議録署名議員  志 幸 松 栄 
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